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主な内容

市 民 憲 章
　1. 水と緑を愛し 美しいまちをつくりましょう
　1. 未来をのぞみ 明るいまちをつくりましょう
　1. 心をやさしく 福祉のまちをつくりましょう
　1. 日日をはげみ 豊かなまちをつくりましょう
　1. 笑顔をたやさず 平和なまちをつくりましょう

大空を泳げ！コイの群れ
うしく・鯉まつり

　5月3日、牛久市近隣公園・市役所敷地内で、

「第20回うしく・鯉まつり」が開催されました。

　今年は記念すべき節目の鯉まつりとなり、市

内小学校7校の児童による枝垂れ桜の記念植樹

が行われました。

　晴天で暖かな連休の一日となったこの日、

「魚のつかみどり」には多くの子どもたちが集

まり、はだしで水の中に入り、ウナギやドジョ

ウなどの魚を相手に悪戦苦闘しました。

　見事ドジョウを捕まえた親子は「今日の晩ご

飯は柳川丼にしようかしら」とうれしそうに話

していました。
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　それぞれの地域で、市民と行政と

を結ぶパイプ役としてご活躍いただ

く平成21年度の各行政区長（61人）が

決まりましたので、ご紹介します。
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講　　座　　名 内　　　　　　容 担　当

35 マル福制度のご案内 乳幼児や妊産婦、障害をお持ちの方や母子父子家庭の方への医療費の助成について 医療年金課

36 若者をねらう悪質商法と対処法 相談事例の紹介と悪質商法の手口や対処法について ( ※テレビ、ビデオデッキが必要）商工観光課

37 お年寄りをねらう悪質商法と対処法 相談事例の紹介と悪質商法、振り込め詐欺の手口や対処法について(※テレビ、ビデオデッキが必要）商工観光課

38 私たちの出したごみはどうなるの？ ごみ減量への理解（牛久クリーンセンター見学） 廃棄物対策課

39 ごみ減量プロジェクト～ごみダイエット、ごみを減らすために何が必要か～ ごみ増加の状況とごみ減量について 廃棄物対策課

40 ルールを守ってきれいな街を！～ごみの分け方・出し方～ 市のごみの状況やごみの分け方や出し方の基本ルールなどについて 廃棄物対策課

41 地球温暖化防止について 誰にでもできる温暖化防止などについて 環境政策課

42 家庭から守ろう霞ケ浦、牛久沼！ 河川を汚さないための水質浄化方法について 環境政策課

43 水洗化のおすすめ 公共下水道供用開始区域の皆さんへの水洗化の手続き、助成制度などについて 道路建設課

44 下水道ができるまで 下水道の役割・しくみ・計画・受益者負担金などについて 道路建設課

45 市内の緑地について 自然観察の森や市民の森、市民の木など、市で行っている緑地保全について 緑化推進課

46 世界はみんなお友達～国際交流事業～ 姉妹都市との交流・国際交流に関する事業について 市民活動課

47 牛久市の家計簿みせて 牛久市の予算、決算、市債借入について 行政経営課

48 男女共同参画社会について 牛久市が推進している男女共同参画について ( ※テレビ、ビデオデッキが必要）市民活動課

49 知っておきたい選挙の知識 期日前投票の仕方、政治家に寄付をするときのルール、公正な選挙運動について 総務課

50 広報紙の出来るまで 広報紙の出来るまでを紹介 市民活動課

51 監査事務の制度について 組織と各種監査の実施状況や、監査の役割と内容について 監査委員事務局

52 統計で見る牛久市のすがた 人口 ･ 経済 ･ 教育など各分野の基礎データに基づく、県や牛久市の実態について 総務課

53 議会の仕組み 議会の組織や定例会の流れなどについて 議会事務局

54 農地の売買や農地と違う利用方法は 農地の売買や農地と違う利用方法について 農業委員会事務局

55 老後の安心に農業者年金 農地の効率的な利用と農業者の老後の生活安定について 農業委員会事務局

56 参加してみませんか～牛久元気農園～ 牛久市元気農園制度について 農業政策課

57 お米のオーナー制度、食べてみましょう牛久のお米 お米のオーナー制度について 農業政策課

58 牛久市青果市場（とくとく市ほか） とくとく市や学校給食食材の集荷など、牛久市営青果市場の取り組みについて 農業政策課

59 牛久の農業を応援してください！ 市民農業ヘルパー制度について 農業政策課

60 牛久市竹林再生整備事業 竹林再生グループを結成し、竹林の環境保全と整備を実施してもらう事業 農業政策課

61 住みよい街をつくろう～土地区画整理事業～ 良好な市街地環境を形成するための事業手法の特徴や仕組みについて 都市計画課

62 みんなで牛久市をあたたかみのある街にしよう～牛久市第2次総合計画～ あたたかみのあるまちづくりをするための計画について 行政経営課

63 どうしたら道路は広くなるの？ 道路の拡幅に必要な当事者および第３者の協力について 道路建設課

64 屋外広告物とうるおいのあるまちづくり 広告物の適正な表示とうるおいのある美しい街並み形成について 建築指導室

65 牛久市の都市計画について 都市計画決定がされている施設や都市景観施設について 都市計画課

66 都市計画道路が開通されるまで 道路計画から道路開通までについて 都市計画課

67 変わる学校教育 今後、児童生徒に求められる学力や学校教育の役割について 指導課

68 さあ！牛久の歴史を学ぼう 市内の国・県・市指定文化財について 生涯学習課

69 いま、図書館がおもしろい 学校図書館ネットワーク、ブックスタート、わが街うしくコーナーなど、図書館のサービスについて 中央図書館

牛久市行政情報出前講座メニュー表
ただし、材料費などは利用者負担となります。

申し込み方法
・原則として、申込者が開催しようとする日の20
日前までに、市市民活動課へ所定の申込書でお
申し込みください。（電話での申し込みも受け付
けますが、後日所定の申込書を提出していただ
きます）

・申込書は市ホームページ（http://www.city.ushiku.
ibaraki.jp/section/shimin/1/demaekouza.htm）からも
ダウンロードできます。

問い合わせ 市市民活動課☎内線1634

開催日時
・平日は午前10時から午後9時まで、土・日曜日は
午後5時までです。ただし、祝日ならびに年末年
始（12月27日～翌年1月5日）は除きます。

開催場所
・出前講座は、市民の皆さんが主催する集会などに
市の職員を派遣する制度ですので、会場の手配や
準備は申込者側で行ってください。（生涯学習セン
ター、地区集会所、企業、そのほか屋外などでも
可能です）

開催の経費
・講師の派遣に関する経費などについては無料です。
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講　　座　　名 内　　　　　　容 担　当

1 幼児の生活習慣と食事について 生活リズムとバランスのよい食事について 健康管理課

2 増えています。女性のがん！ 乳がん・子宮がん予防のための食生活と検診について 健康管理課

3 元気で長生きするために 高齢者の体と心の変化､ 日常生活における健康づくりについて 健康管理課・高齢福祉課

4 うしくかっぱつ体操で活き活き人生を うしくかっぱつ体操（転倒予防体操）の説明と実践について 高齢福祉課

5 離乳食のすすめ方のポイント 一人ひとりに合わせた離乳食の進め方をアドバイス 健康管理課

6 食べ物パワーで元気モリモリ！ バランスよく食べるための３つの食物の紹介（パネルシアター劇）健康管理課

7 予防接種について 予防接種の進め方について 健康管理課

8 健康診査結果を生活習慣予防に役立てよう 検診結果を正しく理解し、生活習慣予防のための生活のヒントについて 健康管理課

9 糖尿病を予防し生き生き健康生活 糖尿病を予防するための生活のヒントについて 健康管理課

10 脱メタボで健康生活 !! メタボリックシンドローム予防、特定健診、特定保健指導の活用 健康管理課

11 福祉のあれこれ 障害者に対し、各種援護機関、家庭生活への援助および割引制度などについて 社会福祉課

12 ボランティアに参加しませんか 活動内容や参加方法など、ボランティア全般について 社会福祉協議会

13 障害者デイサービスの紹介講座 社協で行っている各種デイサービス事業（通所施設）について 社会福祉協議会

14 ふれあい･いきいきサロン開設講座（住民参加型福祉活動）高齢者などが気軽に集まり、仲間づくりができる場の開設方法などについて 社会福祉協議会

15 在宅支援サービス紹介講座 子育てサポートや高齢者、障害者への在宅における日常生活支援サービスについて 社会福祉協議会

16 高齢者の生活を支援します 地域包括支援センターの取り組み内容について 社会福祉協議会

17 子供たちの放課後 小学1～6年生を対象に午後7時まで預かる児童クラブについて 指導課

18 児童手当について 0歳から小学６年生までの子どもを養育している人に支給する児童手当について 児童福祉課

19 児童扶養手当について 母子家庭に支給する児童扶養手当について 児童福祉課

20 保育園ってどんなとこ 保育園の入園・退園・保育料の決定・子育て相談について 児童福祉課

21 虐待について 子どもおよび高齢者虐待の早期発見と未然防止について 児童福祉課・高齢福祉課

22 みんなのあんしん介護保険 介護保険制度の改正点について 高齢福祉課

23 高齢者福祉サービスについて 高齢者在宅支援サービスについて 高齢福祉課

24 障害者自立支援法について 身体障害者、知的障害者および精神障害者に係る障害者自立支援法について 社会福祉課

25 みんなで守ろう「交通ルール」 交通事故発生状況の話や交通安全について（※テレビ、ビデオデッキが必要な場合あり）交通防災課

26 災害に備えて－防災対策について－ 地震への備え、発生した時の初期対応について（※テレビ、ビデオデッキが必要）交通防災課

27 防火のすすめ－火災に合わないために－ 住宅の防火点検など、基本的な防火対策について（※テレビ、ビデオデッキが必要）交通防災課

28 私って日本人として証明してもらえるの？ 日本人として登録されてきた戸籍について 総合窓口課

29 納税の ABC 税金の納め方（口座振替・分納など）について 収納課

30 市税のあらまし 市税全般について（実施時期7月～12月） 税務課

31 国民健康保険の制度について 国民健康保険の仕組み、給付内容、保健事業などについて 医療年金課

32 国民健康保険税のしくみ 税の内容、賦課の方法、介護給付分の方法などついて 医療年金課

33 だいじょうぶですか？　あなたの年金 国民年金制度の仕組みについて 医療年金課

34 後期高齢者医療制度のご案内 後期高齢者医療制度の概要・届け出や手続きの仕方・お医者さんのかかり方などついて 医療年金課

市では、市民の皆さんにとって、より身近で開かれた
市役所を実現するため、『知って学んで！おしえ隊』～牛
久市行政情報出前講座～を実施しています。

｢税金のことがよく分からない｣ ｢介護保険について
もっと知りたい｣｢災害対策はどうなっているの？｣など、
まちづくりについての皆さんの疑問や関心にお答えして
いくための講座で、市の職員が皆さんの学習会などに出
向いてお話をします。平成13年7月にスタートして以来、
延べ10,100人（平成21年4月末現在）の方々が受講してい
ます。

ご希望の講座を選んで、会社や学校、グループ・サー
クル活動、子供会、老人クラブ、ＰＴＡ活動などで、お
気軽にご利用ください。

利用できる方
☆市内に在住・在勤・在学する10人以上で構

成された団体・グループなどであれば、ど
なたでもご利用いただけます。ご希望の講
座をメニューの中からお選びください。

注）以下の場合は受講を受け付けることができ
ません。

・公の秩序を乱し、または善良な風俗を阻害
する恐れがあるとき

・政治、宗教または営利を目的とした催しな
どに利用する恐れがあるとき

・出前講座の目的に反するとき（例：苦情、要
望が目的である場合）

｢知って学んで！おしえ隊｣
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ご
存
じ
で
す
か
？ 

児
童
手
当

　

児
童
手
当
は
、
12
歳
到
達
後
最
初
の

３
月
31
日（
小
学
校
修
了
前
）ま
で
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
る

制
度
で
す
。

●
児
童
手
当
の
申
請

　

出
生
、
転
入
な
ど
に
よ
り
新
た
に
受

給
資
格
が
生
じ
た
場
合
、
市
役
所
の
窓

口
で「
認
定
請
求
書
」の
提
出
が
必
要
で

す
。（
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
に
提
出
）

　

認
定
請
求
を
し
た
日
の
属
す
る
月
の

翌
月
分
か
ら
、
支
給
事
由
の
消
滅
し
た

日
の
属
す
る
月
分
ま
で
支
給
さ
れ
ま

す
。

（
１
）支
給
対
象

　

児
童
手
当
な
ど
は
、
12
歳
到
達
後
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童

（
小
学
校
修
了
前
の
児
童
）を
養
育
し
て

い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

前
年（
１
月
～
５
月
ま
で
の
月
分
の
手

当
に
つ
い
て
は
前
々
年
）
の
所
得
が
所

得
制
限
限
度
額
以
上
の
場
合
に
は
児
童

手
当
な
ど
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

（
２
）支
給
額

▼
３
歳
未
満
の
児
童
…
一
律
１
万
円

（
月
額
）

▼
３
歳
以
上
の
児
童
…
第
１
子
と
第
２

子
は
５
０
０
０
円（
月
額
）、
第
３
子

は
１
万
円（
月
額
）

※
児
童
手
当
の
場
合
、
18
歳
未
満
の
お

子
さ
ん
の
う
ち
第
何
子
に
当
た
る
か

で
金
額
が
変
わ
り
ま
す
。

（
３
）支
払
い
時
期

　

毎
年
２
月
、
６
月
、
10
月
に
そ
れ
ぞ

れ
の
前
月
分
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

（
４
）必
要
な
書
類

◇
認
定
請
求
に
必
要
な
書
類

・
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
写
し
な
ど

（
請
求
者
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
で

厚
生
年
金
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
場

合
）

・
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書（
１
月
１

日
現
在
、
牛
久
市
に
住
所
が
な
か
っ

た
方
は
、
１
月
１
日
現
在
の
住
所
地

か
ら
前
年
分
の
児
童
手
当
用
所
得
証

明
書
を
取
り
寄
せ
て
く
だ
さ
い
）

※
認
定
請
求
日
が
１
月
か
ら
５
月
ま
で

は
、
前
々
年
分
の
児
童
手
当
用
所
得

証
明
書

・
銀
行
な
ど
の
口
座
番
号
が
分
か
る
も

の（
請
求
者
の
も
の
）

・
そ
の
ほ
か
必
要
に
応
じ
て
提
出
す
る

書
類
が
あ
り
ま
す
。

（
５
）所
得
制
限
限
度
額

　

所
得
制
限
に
つ
い
て
は
、
加
入
し
て

い
る
年
金
に
よ
り
限
度
額
表
に
基
づ
き

判
定
さ
れ
ま
す
。
所
得
に
は
一
定
の
控

除
が
あ
り
、支
給
対
象
に
な
る
か
な
ど
、

詳
し
く
は
市
児
童
福
祉
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
続
け
て
児
童
手
当
を
受
け
る
場
合
は

平
成
21
年
度
児
童
手
当
現
況
届
の
提
出

が
必
要
で
す

　

現
在
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方

は
、
毎
年
６
月
に「
現
況
届
」を
提
出
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
に
お
け

る
状
況
を
記
載
し
、
児
童
手
当
を
６
月

以
降
も
続
け
て
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か

を
確
認
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
届
の
提

出
が
な
い
と
、
６
月
分
以
降
の
手
当
が

止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

※「
平
成
21
年
度
児
童
手
当
現
況
届
」は

６
月
上
旬
に
市
児
童
福
祉
課
か
ら
発

送
し
ま
す
。

◇
現
況
届
に
必
要
な
書
類

・
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
写
し
な
ど

（
請
求
者
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
で
厚

生
年
金
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
場
合
）

・
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書（
１
月
１

日
現
在
、
牛
久
市
に
住
所
が
な
か
っ

た
方
は
、
１
月
１
日
現
在
の
住
所
地

か
ら
前
年
分
の
児
童
手
当
用
所
得
証

明
書
を
取
り
寄
せ
て
く
だ
さ
い
）

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
母
の
離
婚
な

ど
に
よ
り
父
親
と
生
計
を
共
に
し
て
い

な
い
児
童
の
母
、
ま
た
は
母
に
代
わ
っ

て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
対

し
、
児
童
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

●
児
童
扶
養
手
当
の
申
請

（
１
）支
給
対
象

　

次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る「
児

童
」を
監
護（
保
護
者
と
し
て
生
活
の
面

倒
を
見
て
い
る
こ
と
）
し
て
い
る
母
、

ま
た
は
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方（
養
育
者
）が
手
当
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
支
給
の
対
象
と
な
る
児
童

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

②
父
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
が
一
定
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
児

童
④
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

⑤
父
が
引
き
続
き
１
年
以
上
遺
棄
し
て

児
童
手
当
と
は

児
童
扶
養
手
当
と
は
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問い合わせ　市児童福祉課☎内線1731～1734

平成20年4月から児童扶養

手当・児童育成手当の支給

制限措置が始まりました！

　平成20年4月から、受給資格

者である母（父）に対する手当

は、支給開始月から起算して5

年または支給要件に該当した月

から起算して7年を経過したと

き（ただし、認定請求をした日

に3歳未満の児童を監護する受

給資格者については、児童が

満3歳に達した月の翌月から起

算して5年を経過したとき）は、

政令で定めるところにより、手

当額の一部が減額となる場合が

あります。

※対象者には、対象月の2カ月

前に必要書類を送付しますの

で、所定の期日までに必ず手

続きを行ってください。

い
る
児
童

⑥
父
が
引
き
続
き
１
年
以
上
刑
務
所
な

ど
に
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

⑦
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た

児
童

⑧
母
が
児
童
を
懐
胎
し
た
当
時
の
事
情

が
不
明
で
あ
る
児
童

※「
児
童
」と
は
、
18
歳
に
達
す
る
日
以

降
、最
初
の
３
月
31
日（
18
歳
年
度
末
）

ま
で
に
あ
る
児
童
を
い
い
ま
す
。
た

だ
し
、
心
身
に
お
お
む
ね
中
度
以
上

の
障
害（
特
別
児
童
扶
養
手
当
２
級

と
同
程
度
以
上
の
障
害
）が
あ
る
場
合

は
20
歳
未
満
ま
で
と
な
り
ま
す
。

（
２
）児
童
扶
養
手
当
の
額

◇
全
部
支
給

　

対
象
児
童
数

　

１
人
…
月
額
４
万
１
７
２
０
円

　

２
人
…
月
額
４
万
６
７
２
０
円

　

３
人
…
月
額
４
万
９
７
２
０
円

◇
一
部
支
給

　

就
労
な
ど
に
よ
る
収
入
の
あ
る
方

は
、
所
得
に
よ
り
手
当
額
が
き
め
細
か

く
設
定
さ
れ
ま
す
。

（
３
）児
童
扶
養
手
当
の
支
払
月

　

毎
年
４
月
、
８
月
、
12
月
に
そ
れ
ぞ

れ
の
前
月
分
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

（
４
）必
要
な
書
類

◇
認
定
請
求
書
に
必
要
な
書
類

　

認
定
請
求
書
に
は
、
戸
籍
謄
本
や
住

民
票
な
ど
を
添
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
手
当
を
受
け
る
方
の
支
給
要
件

に
よ
っ
て
添
付
す
る
書
類
が
異
な
り
ま

す
の
で
、
市
児
童
福
祉
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
５
）所
得
制
限

　

受
給
資
格
者
、
そ
の
配
偶
者
ま
た
は

同
居（
世
帯
分
離
し
て
い
る
世
帯
を
含

む
）の
扶
養
義
務
者（
父
母
・
祖
父
母
・

子
・
兄
弟
な
ど
）
の
前
年
の
所
得
が
一

定
額
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
年
度

（
８
月
か
ら
翌
年
の
７
月
ま
で
）の
手
当

の
一
部
ま
た
は
全
部
の
支
給
が
制
限
さ

れ
ま
す
。

●
認
定
後
の
届
出
義
務

　

認
定
を
受
け
た
方
は
以
下
の
よ
う
な

届
出
義
務
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
由
が

生
じ
た
と
き
は
速
や
か
に
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

◇
現
況
届

　

こ
の
届
を
出
さ
な
い
と
８
月
以
降
の

手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
２

年
間
こ
の
届
を
出
さ
な
い
と
資
格
を
失

い
ま
す
。

※
現
況
届
は
市
児
童
福
祉
課
か
ら
郵
送

し
ま
す
。（
８
月
１
日
～
31
日
ま
で
に

提
出
）

◇
資
格
喪
失
届

　

次
の
よ
う
な
場
合
は
手
当
を
受
け
る

資
格
が
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
資

格
喪
失
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
届

け
を
出
さ
な
い
ま
ま
手
当
を
受
け
た
場

合
、
そ
の
期
間
の
手
当
を
全
額
返
還
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
婚
姻
の
届
出
を
し
た
と
き

・
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
く
て
も
事

実
上
の
婚
姻
関
係
に
な
っ
た
と
き

・
受
給
者
や
児
童
が
公
的
年
金
を
受
け

る
こ
と
に
な
っ
た
と
き

・
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し
た

り
、
受
給
者
が
監
護
ま
た
は
養
育
し

な
く
な
っ
た
と
き

・
遺
棄
、
拘
禁
な
ど
の
理
由
で
家
庭
を

離
れ
て
い
た
児
童
の
父
親
が
帰
宅
し

た
と
き　

な
ど

◇
そ
の
他
の
届
出

　

氏
名
・
住
所
・
支
払
金
融
機
関
変
更

届
な
ど

　

前
記
の
児
童
扶
養
手
当
は
、
母
に
支

給
さ
れ
る
制
度
で
す
が
、
こ
の
手
当
は

父
に
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

支
給
の
対
象
と
な
る
児
童
お
よ
び
支

給
さ
れ
る
要
件
、
金
額
、
所
得
制
限
な

ど
は
、
父
と
母
の
部
分
を
置
き
換
え
る

ほ
か
、
ほ
ぼ
同
じ
に
な
り
ま
す
。
詳
し

く
は
市
児
童
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

児
童
育
成
手
当
と
は

注
意

　

各
種
手
当
と
も
認
定
請
求
書
を
提

出
し
な
い
と
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
で
、
ま
だ

認
定
請
求
を
し
て
い
な
い
方
は
、
市

児
童
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
が
出
ま
し
た

平
成
20
年
度
に
実
施
し
た「
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」の
集
計
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、「
市
政
全
般
に
お
け
る
満
足
度
」、「
も
っ
と
充
実
し
て
ほ
し
い
と
感
じ
て
い

る
施
策
」に
つ
い
て
、
市
民
が
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
か
を
と
ら
え
、
市
政
全
般
に
お
け

る
市
民
満
足
度
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
政
策
別
に
今
後
重
点
を
置
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
項
を
整
理
し
、
そ
の
結
果
を
今
後
の
市
政
運
営
に
活
用
す
る
た
め
に
実
施
し
た
も

の
で
す
。
ま
た
、
第
３
次
総
合
計
画
の
策
定
や
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
定
に
も
生

か
し
て
い
き
ま
す
。

○「非常に満足」「満足」「やや満足」を合計すると、全体の85.4%の市民が牛久市の住み心地に満足して

いると感じている状況であり、これは昨年度と比較して5.5ポイントの増加となっています。特に、「満足」

が昨年度比8.4ポイントの増加となっています。

（1）回答者の構成

①性別 ②年齢

（2）市政全般における満足度

①牛久市の住み心地は？

【調査の実施概要】

◎調査期間：平成21年1月5日（月）～23日（金）

◎調査対象：市内に在住で16歳以上の市民および外国

人登録者から無作為に抽出した3,000人

◎回答件数：1,570件（回収率：52.3%）

★｢もっと充実してほしいと感じている施策｣とは…

　  市は現在、「第2次総合計画（計画期間2001年～2010

年）に基づき、「あたたかみのあるまち」を実現するた

めに37の政策分野を推進していますが、これらの政

策分野は合計165の施策で構成されています。今回の

調査では、さらに充実してほしいと感じている施策に

ついてお聞きしました（複数回答可）。

0 20 40 60 80 100

調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
心
か
ら

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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○「非常にそう思う」「そう思う」「どちらかというとそう思う」を合計すると58.8%となり、全体の

約6割の市民が税金に見合うサービスがされていると感じている状況です。これは昨年度と比較

して4.5ポイントの増加となっています。

○上位10項目のうち、9つの項目が昨年に引き続きベスト10入りしており、安全 ･ 安心な生活を

確保するための施策、環境の保全を求める意見が上位を占めています。また、常磐線の利便性・

快適性向上や、女性、高齢者、障害者の雇用機会拡大を求める意見が順位を上げています。

　この調査の結果については、設問ごとに男女別、年代別、地域別に分けて分類し、詳細な傾向を

つかむことができるように取りまとめました。また、この調査で寄せられた多くの自由意見につい

ても、政策別に分類し、市政の運営に役立つように取りまとめています。

　なお、端数処理をしているため、割合の合計が必ずしも100％になるとは限りませんので、ご了承ください。

※詳細は、市政策秘書課ホームページおよび情報公開統合窓口で公表していますので、ご覧ください。

問い合わせ　市政策秘書課☎内線3201

　　　　　　ホームページ http://www.city.ushiku.ibaraki.jp/section/hisyo/manzoku/ma_index.htm

順位※ 政策分野 施  策  名  称 件数
 1(1) 安全・安心 夜道を明るくする（防犯灯など） 1,159
 2(2) 安全・安心 安全な道路環境をつくる（カーブミラーなど） 1,032
 3(3) 環境保全 霞ケ浦や牛久沼の水質を良好にする 1,018
 4(4) 環境保全 良好な緑地や水辺環境を将来に残す   993

 5(6) 福祉
ひとり暮らし等で支援が必要な高齢者が在宅で自立した生活を送
るために必要な福祉サービスを提供する（緊急通報システムなど）

  903

 6(5) 環境保全 市民のごみの削減や資源化により効率的に収集し処分する   860
 7(10) 生活空間整備 JR 常磐線の利便性と快適性を高める（JR への要望活動など）   826
 8(11) 地域経済 女性、高齢者、障害者の雇用機会を拡大する   800

 9(8) 福祉
高齢者の生きがいや障害者の積極的な社会参加の体制をつくる

（福祉センターなど）
  791

 10(9) 地域経済
地産地消の割合を高める（公共施設への直売所の開設、うしく河
童米の販売促進、学校給食へ食材の提供、食材の加工など）

  784

(3)「もっと充実してほしい」と感じている施策は？

○もっと充実してほしいと感じている施策ベスト10（施策数：165）　※（　）内は平成19年度の順位。

②牛久市の行政サービス水準は、納めた税金に見合っていると思いますか？

0 20 40 60 80 100
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個人情報開示請求の実施状況

区
分

決定
状況

件数
非公開など（不開示など）の理由

市長
部局

議会
監査
委員

農業
委員会

教育
委員会

選挙管理
委員会

固定資産評価
審査委員会

公平
委員会

写しの
交付

閲覧
写しの
交付

閲覧
写しの
交付

閲覧
写しの
交付

閲覧
写しの
交付

閲覧
写しの
交付

閲覧
写しの
交付

閲覧
写しの
交付

閲覧
写しの
交付

閲覧

情

報

公

開

公開 85 計 83 2

部
分
公
開

50 5

条例第7条第1号（法令等秘）該当

条例第7条第2号（個人情報）該当 46 2 2
条例第7条第3号（法人情報）該当 2 2 1
条例第7条第4号（公共の安全等情報）該当
条例第7条第5号（国等との協力信頼情報）該当
条例第7条第6号（意思形成過程情報）該当
条例第7条第7号（実施機関及び国等の事務情報）該当

計 48 2 2 3

非
公
開

条例第7条第1号（法令等秘）該当
条例第7条第2号（個人情報）該当
条例第7条第3号（法人情報）該当
条例第7条第4号（公共の安全等情報）該当
条例第7条第5号（国等との協力信頼情報）該当
条例第7条第6号（意思形成過程情報）該当
条例第7条第7号（実施機関及び国等の事務情報）該当

計

文
書
不
存
在

22

廃棄
不作成 3
無記載
否実施機関
未受領 18 1
所在不明

計 21 1
応答拒否 応答拒否

合　計 157 5 合　　計 152 2 2 3 3

個

人

情

報

開

示

開示 11 計 11

部
分
開
示

8

条例第20条第1号（法令等秘情報）
条例第20条第2号（開示請求者の生命、財産等情報）該当
条例第20条第3号（開示請求者以外の個人情報）該当 4 1
条例第20条第4号（法人情報）該当
条例第20条第5号（公共の安全等情報）該当
条例第20条第6号（国等との協力信頼情報）該当
条例第20条第7号（意思形成過程情報）該当 3
条例第20条第8号（実施機関及び国等の事務情報）該当

計 7 1

不
開
示

条例第20条第1号（法令等秘情報）該当
条例第20条第2号（開示請求者の生命、財産等情報）該当
条例第20条第3号（開示請求者以外の個人情報）該当
条例第20条第4号（法人情報）該当
条例第20条第5号（公共の安全等情報）該当
条例第20条第6号（国等との協力信頼情報）該当
条例第20条第7号（意思形成過程情報）該当
条例第20条第8号（実施機関及び国等の事務情報）該当

計

文
書
不
存
在

2

廃棄
不作成 2
無記載
否実施機関
未受領
所在不明

計 2
応答拒否 応答拒否

合　計 21 合　　計 20 1

 公開（開示）、非公開（不開示）などの決定状況 （単位：件）

問い合わせ　市情報政策課☎内線1671～1672
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平成20年度における情報公開・
　牛久市情報公開条例第28条および牛久市個人情報保護条例第55条（実施状況の公表）の規定に基づき、平成20年
度における情報公開・個人情報開示の実施状況についてお知らせします。
　平成20年度において情報公開を請求された方は延べ19人（昨年度比3人減）で、個人情報の開示請求をされた方は延べ
10人（昨年度比6人増）となっています。実施機関別の請求の内容および公開（開示）、非公開（不開示）などの決定状況は、
以下の表のとおりです。また、請求の取り下げが3件ありましたが、不服申立、手数料の減免申請はありませんでした。

区　分 情報公開請求内容
件　数

写しの交付 閲覧

市

長

部

局

市長公室 市民の要望等の件名及び回答の有無（平成20年1月から12月） 1

総務部
平成19年防犯カメラ購入　監督票・指示（承諾）書（平成20年2月14日分） 1
牛久市で使用している地番図データの更新を民間に業務委託した際に交わされた業務委託契
約書及び仕様書（直近のもの）

1

市民生活部

平成20年度　60行政区の委託業務費の支払額 1
平成20年度　行政区委託費一覧表 1
①全行政区の区費（額）を行政区名入り（平成19年度調査分）
②60行政区の業務委託費の区長の取り分の実態を知りたい
③平成19年度田宮区の市からの補助金（項目と金額）

17

平成20年度60行政区総会資料（決算書・予算案） 120

環境経済部
土砂等による土地の埋立て事業に対する事業許可書（平成3年から現在）　田宮町（特定地番）、

（特定地番）、（特定地番）、（特定地番）
1

建設部

地籍簿　新地町（特定地番）、（特定地番）、（特定地番）、（特定地番）、（特定地番） 1
道路工事施行承認申請書　平成20年4月30日受付1126号　許可書　平成20年5月16日牛久市
指令第1107号

2

土地売買契約書　牛久西口地区第一種市街地開発事業　（特定行政区）区長及び牛久町（特定消防分団） 1
牛久駅西口地区第一種市街地再開発事業に係る（牛久町〔特定行政区〕、牛久町〔特定消防分
団〕）土地売買契約書の第13条の合意申出書（昭和60年3月30日）

1

1. 牛久市東地区区画整理事業（S56～ H7）の図書で、牛久市中央1丁目（特定地番）の南側及び
東側の擁壁の平面図、断面図及び配筋詳細図
2. 牛久市東地区区画整理事業（S56～ H7）の図書で、牛久市中央１丁目（特定地番）の地籍測量図

2

道路法面の利用について市と所有者が取り交わした文書　牛久市牛久町（特定地番）、（特定地番）、（特定地番） 2

市議会
平成18年度政務調査費収支報告書　全会派分 1
平成20年度に実施された議員の視察研修報告書（資料等を含む） 1

教育委員会
平成19年度田宮区の市からの補助金（項目と金額） 2
小坂城址公園整備事業　不動産鑑定にかかわる業者選定経緯と鑑定資料 3

公平委員会

①平成18年4月1日施行の「牛久市管理職員等の範囲を定める規則」の一部改正について、公平
委員会で審議した資料
②平成18年4月1日施行の「牛久市管理職員等の範囲を定める規則」の一部改正について、牛久
市から提出された依頼書
③平成18年3月29日開催の公平委員会議事録（牛職発第239号、課長補佐の組合員資格の取り
扱いについての要望書に対する審議経過がわかるもの）

3

合　　　　　計 153 9

情報公開請求状況

個人情報開示などの請求状況

（単位：件）

（単位：件）

区　分 情報公開請求内容
件　数

写しの交付 閲覧

市

長

部

局

市長公室 平成17年1月～平成21年1月に総合相談室で私が相談した記録 1

保健福祉部

H20.2月診察分入院外のレセプト（特定病院） 1
（特定個人）の介護保険要介護認定・要支援認定等結果通知書 1
介護認定調査票、主治医意見書 4
介護認定審査会議事録、認定審査会対象者一覧、認定情報 6
平成21年1月27日審査分　介護認定審査会議事録、認定審査会対象者一覧、認定情報（事務
局用）、介護認定調査票、主治医意見書

5

祖父（特定個人）の① H19.8.2実施の介護認定調査票、② H19.8.21実施の審査会時の主治医意
見書、③ H19.8.21実施の審査会時の認定情報（事務局用）

3

市民生活部
平成20年8月30日から11月21日の間に提出された私の住民票、戸籍謄本の交付申請書 1
H21.2.5～2.26までに申請された私の住民票の交付申請書 1

教育委員会
平成19年12月～平成21年1月の間に私が娘（特定個人）の授業中における事故の保険請求にお
ける相談の記録

1

合　　　　　計 23 1



－広報うしく　２００９．６．１－  1�

第
２
回
市
議
会
定
例
会
が
、
６
月
５
日
か
ら
19
日
ま
で（
会
期
15
日
間
）開
催
さ

れ
ま
す
。
こ
の
定
例
会
に
提
出
す
る
予
定
の
条
例
の
制
定
お
よ
び
改
正（
案
）の
概

要
に
つ
い
て
、事
前
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。※（　

）内
は
担
当
課
。

平
成
21
年
第
２
回
市
議
会
定
例
会

　

提
出
予
定
議
案
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

条
例
の
制
定
・
改
正
案

議
案
第
43
号　

牛
久
市
企
業
立
地
の
促

進
等
に
よ
る
地
域
に
お
け
る
産
業
集

積
の
形
成
及
び
活
性
化
に
関
す
る
法

律
第
10
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
く

準
則
を
定
め
る
条
例（
企
業
誘
致
課
）

…
工
業
立
地
に
関
す
る
緑
地
面
積
率

お
よ
び
環
境
施
設
面
積
率
を
緩
和
す

る
こ
と
に
よ
り
、
市
内
の
既
存
工
場

の
増
設
な
ど
の
設
備
投
資
や
新
規
の

工
場
の
進
出
、
立
地
の
促
進
を
図
る

も
の
で
す
。

議
案
第
44
号　

牛
久
市
特
別
職
の
職
員

で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例（
生
涯
学
習
課
）…
小
川
芋

銭
の
研
究
、顕
彰
や
文
化
財
の
保
存
、

継
承
な
ど
、
専
門
的
知
識
が
必
要
と

な
る
業
務
に
従
事
す
る
職
員
を
非
常

勤
特
別
職
と
し
て
任
用
す
る
た
め
、

首
席
学
芸
員
お
よ
び
学
芸
員
の
身
分

を
新
た
に
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
報
酬

額
を
定
め
る
も
の
で
す
。

議
案
第
45
号　

牛
久
市
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例（
税
務
課
）…
個
人

市
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
特
別
控
除
の

創
設
、
土
地
な
ど
の
長
期
譲
渡
所
得

に
対
す
る
特
別
控
除
の
創
設
お
よ
び

条
例
で
引
用
す
る
地
方
税
法
の
条
項

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
関
係
条

項
の
改
正
で
す
。

議
案
第
46
号　

牛
久
市
医
療
福
祉
費
支

給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例（
医
療
年
金
課
）…
平
成
21
年

７
月
１
日
か
ら
妊
産
婦
に
対
す
る
医

療
福
祉
費
の
県
の
助
成
制
度
が
、
対

象
疾
病
に
限
定
し
た
助
成
と
な
る
こ

と
に
伴
い
、
牛
久
市
に
お
い
て
は
、

引
き
続
き
す
べ
て
の
妊
産
婦
に
対
し

助
成
を
行
う
た
め
、
改
正
す
る
も
の

で
す
。

議
案
第
47
号　

牛
久
市
児
童
育
成
手
当

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例（
児

童
福
祉
課
）
…
条
例
で
引
用
す
る
児

童
福
祉
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
関
係
条
項
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

議
案
第
48
号　

牛
久
市
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
医
療
年
金
課
）…
「
健
康
保
険
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
お
よ
び

「
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
」
の
施
行
に
伴
い
、
国
民
健
康

保
険
税
の
算
定
過
程
に
お
い
て
、
介

護
納
付
分
の
課
税
限
度
額
に
つ
い
て

見
直
す
も
の
で
す
。　

議
案
第
49
号　

牛
久
市
消
防
団
員
の
定

員
、
任
免
、
給
与
、
服
務
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
交
通
防
災
課
）…
消
防
団
員
の
任
用

条
件
の
一
つ
で
あ
る
年
齢
の
上
限
を

撤
廃
し
、
消
防
団
員
登
用
の
門
戸
を

広
げ
る
こ
と
で
、
消
防
団
員
の
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
、
活
性
化
を
図
る

も
の
で
す
。

補
正
予
算
案（
行
政
経
営
課
）

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

　

現
在
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に

４
２
０
９
万
４
千
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
を
２
２
４
億
８
２
０
９
万
４
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。
主
な
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【
総
務
費
】

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
そ
の
周
辺
機
器
を

管
理
す
る（
３
８
８
万
５
千
円
）…
妊

産
婦
医
療
福
祉
費
支
給
制
度
改
正
に

伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
費

【
民
生
費
】

・
小
地
域
づ
く
り
調
査
員
を
設
置
す
る

（
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事

業
）（
７
６
０
万
４
千
円
）…
小
地
域

づ
く
り
調
査
員
設
置
事
業
費

・
要
援
護
者
台
帳
を
整
備
す
る（
ふ
る

さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事
業
）（
２

７
３
万
５
千
円
）
…
要
援
護
者
台
帳

を
整
備
す
る
た
め
の
委
託
料

・
医
療
福
祉
費
支
給
制
度（
市
単
独
）に

よ
り
医
療
費
を
助
成
す
る（
７
８
０

万
円
）
…
県
の
制
度
が
改
正
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
対
象
外
と
な
る
疾
病
に

対
し
て
市
単
独
で
助
成
す
る
た
め
の

費
用
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問
い
合
わ
せ　

各
担
当
課
ま
で（
市
役

所
☎
８
７
３
・
２
１
１
１
）

【
衛
生
費
】

・
人
事
交
流
保
健
師
負
担
金（
７
３
５

万
円
）
…
県
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る

保
健
師
分
の
負
担
金

・
Ｂ
Ｄ
Ｆ
製
造
施
設
運
営
費（
ふ
る
さ

と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事
業
）（
５

３
４
万
８
千
円
）
…
Ｂ
Ｄ
Ｆ
製
造
施

設
運
営
委
託
料

【
農
林
水
産
業
費
】

・
耕
作
放
棄
地
の
拡
大
を
防
止
す
る

（
４
７
６
万
７
千
円
）…
耕
起
作
業
業

務
委
託
費（
２
２
８
万
７
千
円
）、
機

械
リ
ー
ス
料（
２
４
８
万
円
）

【
商
工
費
】

・
奥
野
地
区
谷
津
田
再
生
事
業（
緊
急

雇
用
創
出
事
業
）（
６
２
３
万
円
）…

奥
野
地
区
谷
津
田
再
生
事
業
委
託
費

・
牛
久
沼
周
辺
整
備
事
業（
３
０
０
万

円
）…
観
光
案
内
看
板
設
置
費

【
土
木
費
】

・
ひ
た
ち
野
リ
フ
レ
を
取
得
し
改
修
す

る（
１
０
９
９
万
４
千
円
）…
ひ
た
ち

野
う
し
く
地
区
の
リ
フ
レ
ビ
ル
を
改

修
す
る
た
め
の
実
施
設
計
費

【
教
育
費
】

・
小
川
芋
銭
研
究
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営

費（
83
万
４
千
円
）…
小
川
芋
銭
研
究

セ
ン
タ
ー
を
管
理
運
営
す
る
た
め
の

費
用（
印
刷
製
本
費
、
電
気
料
、
水

道
料
、
下
水
道
料
、
郵
送
料
な
ど
）

・
女
化
青
年
研
修
所
を
活
用
し
た
芸
術

活
動
事
業
費（
１
７
４
万
５
千
円
）…

報
償
金
、
消
耗
器
材
費
、
印
刷
製
本

費
、
備
品
購
入
費
な
ど

　
◆
老
人
保
健
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

現
在
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に

５
０
０
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

１
３
５
０
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。
主

な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
老
人
保
健
の
現
物
分
の
医
療
費
を
給

付
す
る（
５
０
０
万
円
）…
医
療
扶
助

費（
過
年
度
分
）

◆
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

現
在
の
歳
入
歳
出
予
算
額
に

44
万
７
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

29
億
５
４
４
万
７
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
介
護
保
険
料
を
賦
課
徴
収
す
る（
△

１
３
２
万
８
千
円
）
…
印
刷
製
本
費

（
△
27
万
３
千
円
）、
郵
便
料（
△
１

０
５
万
５
千
円
）

・
介
護
保
険
制
度
を
広
報
す
る（
１
９

４
万
３
千
円
）…
印
刷
製
本
費（
88
万

７
千
円
）、
郵
便
料（
１
０
５
万
６
千

円
）

 「牛久市におけるレジ袋削減の取り組みに関する協定」により、7月1日から下記店舗でレ

ジ袋の無料配布が中止になります。

　市民の皆さんには、繰り返し使えるマイバッグ・マイバスケットなどをご利用いただき

ますようご協力をお願いします。　　　　　　　　　　　　　　　　（27ページに関連記事）

7月1日から レジ袋の無料配布が
         中止になります

問い合わせ　市廃棄物対策課☎内線1571

 締結店舗名（7店舗・50音順）

・イズミヤ牛久店（1階食品売場）

・カスミひたち野牛久店

・カスミフードスクエア牛久店

・コープうしく店

・FOOD OFF ストッカー牛久柏田店

・FOOD OFF ストッカー牛久ししこ店

・ヤマウチ牛久店
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保健
センター

通信

市健康管理課（保健センター）

☎内線1742～1744

市健康管理課（保健センター）

～がん検診も忘れずに！

 　早期発見が大切です～

そ の ３

　

今
回
は
、
が
ん
検
診
に
つ
い
て
ご
説

明
し
ま
す
。
ご
存
じ
の
よ
う
に「
が
ん
」は
、

１
９
８
０
年
代
以
降
、30
年
近
く
も
の
間
、

わ
が
国
の
死
亡
原
因
の
第
１
位
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
や
３
人
に
１
人
は
が
ん
で
亡

く
な
る
時
代
を
迎
え
て
い
る
と
も
い
え

ま
す
。
が
ん
発
生
の
部
位
別
死
亡
率（
図

１
参
照
）で
み
る
と
、
男
性
は「
肺
が
ん
」、

女
性
は「
大
腸
が
ん
」が
第
一
位
に
な
っ
て

い
ま
す
。
近
年
増
加
し
て
い
る
の
は
、
肺

が
ん
・
大
腸
が
ん
・
乳
が
ん
の
３
つ
で
す
。

◆
が
ん
は
早
期
発
見
が
大
切
で
す

　

が
ん
は
、
早
期
発
見
に
よ
り「
治
る

病
気
」
で
す
。
発
見
が
早
け
れ
ば
治

癒
の
確
立
が
高
く
な
り
ま
す
。
検
診

を
受
け
る
こ
と
で
、
早
期
に
が
ん
を

発
見
し
、
治
療
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
医
療
技
術
の
進
歩
で
ご
く

小
さ
な
初
期
の
が
ん
で
も
発
見
で
き
、

さ
ま
ざ
ま
な
治
療
法
も
確
立
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
が
ん
検
診
の
特
徴

　

市
町
村
で
実
施
し
て
い
る
が
ん
検

診
は
、
一
次
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
い
っ

て
、
自
覚
症
状
の
な
い
方
を
対
象
と

し
、
が
ん
の
可
能
性
の
あ
る
方
を「
ふ

る
い
分
け
」
す
る
検
査
で
す
。
少
し
で

も
疑
わ
し
い
場
合
は「
要
精
密
検
査
」

の
判
定
と
な
り
ま
す
が
、
す
べ
て
の

方
が「
が
ん
」
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
見

落
と
し
を
極
力
少
な
く
す
る
た
め
に
、

「
要
精
密
検
査
」
と
判
定
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、「
要
精
密
検
査
」
の
判
定
を

受
け
た
方
は
、
医
療
機
関
で
さ
ら
に

詳
し
い
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
と
て

も
大
切
で
す
。
ま
た
、
が
ん
以
外
の

病
気
に
つ
い
て（
ポ
リ
ー
プ
や
か
い
よ

う
な
ど
）
も
検
診
で
発
見
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

シ
リーズ

受 け よ う 健 診 ！

◆
牛
久
市
の
が
ん
検
診
受
診
の
状
況

　

牛
久
市
で
の
が
ん
検
診
受
診
率
は
、

少
し
ず
つ
上
昇
し
て
い
ま
す
が
、
国

や
県
が
目
指
す
受
診
率
50
％
に
は
程

遠
い
数
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。
受
診

率
が
50
％
を
超
え
る
と
、
が
ん
に
よ

る
死
亡
率
は
半
減
す
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
、
検
診
に
よ
る

早
期
発
見
は
、
が
ん
に
よ
る
死
亡
を

防
ぐ
有
効
な
方
法
と
い
え
ま
す
。

図２　牛久市がん検診受診率の推移

図1　平成18年度部位別死亡率

男性 女性
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シ
リーズ

◆
が
ん
検
診
の
ご
案
内

　

市
で
は
、
表
１
の
と
お
り
、
が
ん

検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
検
診
は

集
団
検
診（
表
２
参
照
）
と
医
療
機
関

検
診
の
ど
ち
ら
か
と
な
り
ま
す
。
医

療
機
関
は
検
診
ご
と
に
協
力
医
療
機

関
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
、

「
す
こ
や
か
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

自
覚
症
状
が
あ
っ
て
か
ら
で
は
手

遅
れ
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
定
期

的
な
検
診
を
受
け
る
こ
と
で「
が
ん
」

か
ら
ご
自
身
の
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

市
健
康
管
理
課（
市
保

健
セ
ン
タ
ー
）
☎
内
線
１
７
４
２
～

１
７
４
４

表１　がん検診一覧

検診項目 対象 自己負担（集団） 自己負担金（医療機関）
肺がん検診 40歳以上 500円 1,100円
胃がん検診 40歳以上 1,500円 医療機関ごとに異なります

大腸がん検診 40歳以上 600円 400円
前立腺がん検診 50歳以上男性 2,300円 2,000円

子宮がん検診 20歳以上女性 頸部1,200円
頸部2,000円

頸部＋体部3,500円
乳がん検診

（エコー検査）
30歳～56歳女性 1,000円 1,000円

乳がん検診

（マンモグラフィ検査）
40歳以上（隔年）

40歳代　1,500円

50歳以上1,000円

40歳代　1,300円

50歳以上1,000円

表２　集団検診日程

日程 場所 受付時間
6月16日 市保健センター

①午前7時～7時30分

②午前8時～8時30分

③午前9時～9時30分

④午前10時～10時30分

6月17日～19日 三日月橋生涯学習センター
6月26日・29日～30日

市保健センター
8月21日・24日～28日・31日
9月1日 奥野生涯学習センター
10月19日～21日・30日 市保健センター
11月4日～6日・9日 市保健センター

平
成
21
年
経
済
セ
ン
サ
ス

　
　
　
　
　
　

基
礎
調
査

全
国
す
べ
て
の
事
業
所
お
よ
び
企
業

が
対
象
で
す

　

経
済
セ
ン
サ
ス
基

礎
調
査
は
、
商
店
や

工
場
、
営
業
所
、
事

務
所
、
学
校
、
旅
館
、
学
習
塾
、
病

院
、
寺
院
な
ど
、
す
べ
て
の
事
業
所

が
対
象
と
な
る
大
規
模
な
統
計
調
査

で
す
。

　

統
計
調
査
の
結
果
は
、
国
や
都
道

府
県
、
市
区
町
村
な
ど
が
こ
れ
か
ら

の
行
政
を
考
え
る
重
要
な
基
礎
資
料

と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。
６
月
下
旬

か
ら
各
事
業
所
に
統
計
調
査
員
が
調

査
票
の
配
布
と
記
入
依
頼
に
お
伺
い

し
ま
す
の
で
、
統
計
調
査
員
が
伺
っ

た
際
に
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
調
査
員
の
身
分
は
、
県
知
事
か
ら

任
命
さ
れ
た
特
別
職
の
地
方
公
務

員
で
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
お

り
、
調
査
内
容
は「
統
計
法
」
に
よ

り
目
的
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
固

く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
総
務
課
☎
内
線
１

０
１
４
、
総
務
省
統
計
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.sta
t.g

o.jp/
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国
の
税
制
改
革
に
伴
う
地
方
税
法
改
正
に
よ
り

10
月
支
給
分
の
年
金
か
ら
住
民
税
の
引
き
落
と
し（
特
別
徴
収
制
度
）が
始
ま
り
ま
す

　

年
金
か
ら
の
住
民
税
引
き
落
と
し
に
つ

い
て
は
、
国
の
政
策
に
よ
る
法
律
の
定
め

に
よ
り
、
選
択
制
で
は
な
く
条
件
に
当
て

は
ま
る
す
べ
て
の
年
金
受
給
者
の
方
か
ら

引
き
落
と
し
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

年
金
受
給
者
の
平
成
21
年
度
住
民
税
の

１
期
・
２
期
分
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お

り
６
月
と
８
月
に
納
税
通
知
書
で
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

年
金
か
ら
の
住
民
税
の
引
き
落
と
し
の

対
象
者
は
、
平
成
21
年
４
月
１
日
現
在
で

65
歳
以
上
の
公
的
年
金
受
給
者
で
す
。
介

護
保
険
料
が
年
金
か
ら
引
き
落
と
さ
れ
て

お
り
、
前
年
分
の
年
金
所
得
に
か
か
る
住

民
税
の
あ
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
遺
族
年
金
や
障
害
年
金
の
み
の
受

給
者
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

問い合わせ　市税務課☎内線1056～1059

　

年
金
か
ら
引
き
落
と
さ
れ
る
税
額
は
、

年
金
所
得
の
金
額
か
ら
計
算
し
た
住
民
税

額
の
み
で
す
。
給
与
所
得
や
事
業
所
得
な

ど
の
金
額
か
ら
計
算
し
た
住
民
税
額
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
給
与
か
ら
の
引
き
落
と

し
、
ま
た
は
納
付
書
で
そ
れ
ぞ
れ
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

年
金
か
ら
の
住
民
税
の
引
き
落
と
し
の
対

象
と
な
ら
な
い
の
は
、
以
下
の
よ
う
な
場

合
に
該
当
す
る
方
に
な
り
ま
す

・
年
金
か
ら
引
き
落
と
さ
れ
る
住
民
税
額
が

老
齢
基
礎
年
金
な
ど
の
額
を
超
え
る
方

・
介
護
保
険
料
が
公
的
年
金
か
ら
引
き
落

と
さ
れ
て
い
な
い
方　

な
ど

◆
年
金
か
ら
の
住
民
税
引
き
落
と
し
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
１　

今
年
か
ら
住
民
税
が
年
金
か
ら
引
き

落
と
さ
れ
る
方
の
全
期
前
納
報
奨
金
は
？

Ａ
１　

今
年
か
ら
該
当
に
な
る
方
の「
年

金
に
か
か
る
住
民
税
分
の
前
納
報
奨

金
」
に
つ
い
て
は
、
条
例
で
定
め
る
と

お
り
全
期
分
を
前
納
す
る
こ
と
に
よ
り

該
当
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
給
与
か

ら
住
民
税
が
引
き
落
と
さ
れ
て
い
る
方

と
同
様
に
該
当
し
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

年
金
に
か
か
る
今
年
度
の
住
民
税
で
、

納
税
通
知
書
で
納
め
て
い
た
だ
く
１

期
・
２
期
分
に
つ
い
て
は
、
前
納
し
て

い
た
だ
く
こ
と
で
報
奨
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ
２　

年
金
収
入
の
ほ
か
に
給
与
収
入
が

あ
る
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
住
民
税
は
？

Ａ
２　

導
入
後
は
年
金
収
入
と
給
与
収
入

に
か
か
る
住
民
税
は
そ
れ
ぞ
れ
別
に
引

き
落
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
平
成
21
年
度
の
年
金
収
入
に

か
か
る
住
民
税
に
つ
い
て
は
１
期
・
２

期
分
を
納
付
書
で
納
め
て
い
た
だ
き
、

３
期
以
降
か
ら
は
年
金
か
ら
の
引
き
落

と
し
に
な
り
ま
す
。
給
与
収
入
に
か
か

る
住
民
税
は
給
与
分
の
み
の
税
額
が
決

定
さ
れ
、別
に
通
知
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
改
正
に
よ
り
65
歳
未
満
の
方（
ま

だ
年
金
か
ら
住
民
税
の
引
き
落
と
し
が

開
始
さ
れ
な
い
方
）
で
あ
っ
て
も
、
年

金
所
得
と
給
与
所
得
に
か
か
る
住
民
税

は
そ
れ
ぞ
れ
別
に
納
め
て
い
た
だ
く
よ

う
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い（
給
与
分
に
公
的
年
金
分
の
住
民
税

を
合
算
し
て
引
き
落
と
す
こ
と
は
で
き

な
く
な
り
ま
す
）。

Ｑ
３　

年
金
か
ら
の
住
民
税
の
引
き
落
と

し
が
中
止
と
な
る
場
合
は
？

Ａ
３　

年
金
か
ら
の
住
民
税
の
引
き
落
と

し
開
始
後
、
市
区
町
村
外
へ
の
転
出
、

税
額
の
変
更
、
年
金
の
支
給
停
止
、
介

護
保
険
料
の
天
引
き
の
対
象
外
と
な
る

場
合
な
ど
に
は
引
き
落
と
し
は
中
止
と

な
り
、
残
額
分
は
納
付
書
で
の
納
付
に

切
り
替
わ
り
ま
す
。
そ
の
年
度
中
に
一

度
中
止
と
な
っ
た
年
金
か
ら
の
住
民
税

引
き
落
と
し
は
、

年
度
途
中
で
の

再
開
は
で
き
ま

せ
ん
。
引
き
落

と
し
が
再
開
さ

れ
る
の
は
、
翌

年
10
月
支
給
分

の
年
金
か
ら
と

な
り
ま
す
。

平成21年
10月から

年金保険者
（社会保険庁など）

住民税を引いた
年金額

年金の支給

住民税

市へ直接納入

年金受給者

市役所引
き
落
と
し
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４
月
か
ら
の
要
介
護
認
定
方
法
が
見
直
さ
れ
ま
し
た

　

４
月
か
ら
、
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定

の
調
査
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

申
請
手
続
き
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
で
す

が
、
認
定
調
査
員
が
ご
本
人
を
訪
問
し
て

行
う
調
査
は
、
調
査
時
の
ご
本
人
の
状
態

を
あ
り
の
ま
ま
に
調
査
す
る
方
法
に
変
わ

り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
調
査
の
際
に
、
ご
本
人
や

ご
家
族
の
方
が
、
ご
本
人
の
普
段
の
様
子

を
調
査
員
に
詳
し
く
お
伝
え
い
た
だ
く
こ

と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

◆
要
介
護
認
定
方
法
見
直
し
点
Ｑ
＆
Ａ

Q.
今
回
の
見
直
し
は
、
な
ぜ
行
わ
れ
た
の

で
す
か
。

A.
今
回
の
見
直
し
は
、
要
介
護
認
定
に
、

よ
り
正
確
に
介
護
の
手
間
を
反
映
し
、

不
公
平
感
に
つ
な
が
り
や
す
い
認
定

結
果
の
ば
ら
つ
き
を
減
ら
す
た
め
に

行
う
も
の
で
す
。

Q.
今
回
の
見
直
し
は
、
ど
の
よ
う
な
観
点

か
ら
行
わ
れ
た
の
で
す
か
。

A.
認
定
審
査
は
、ご
本
人
の
生
活
の
上
で
、

ど
れ
ほ
ど
介
護
の
手
間
が
か
か
る
か

を
判
定
す
る
も
の
で
す
。
今
回
の
見

直
し
に
よ
り
、
最
新
の
デ
ー
タ
に
基

づ
い
て
、
よ
り
正
確
に
判
定
で
き
る

よ
う
に
改
善
し
ま
し
た
。

Q.
今
回
の
見
直
し
に
よ
り
、
要
介
護
度
の

仕
組
み
そ
の
も
の
が
変
わ
る
の
で
す
か
。

A.
要
介
護
度
は
病
気
な
ど
の
重
症
度
で
は

な
く
、
必
要
と
さ
れ
る
介
護
の
量
で

決
ま
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、「
要

支
援
１
～
２
、
要
介
護
１
～
５
」
の
７

段
階
で
あ
り
、
要
介
護
度
の
仕
組
み

そ
の
も
の
が
変
わ
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

Q.
今
回
の
見
直
し
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の

要
介
護
度
と
比
べ
て
、
全
体
と
し
て

要
介
護
度
が
低
く
判
定
さ
れ
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
の
で
す
か
。

A.
今
回
の
見
直
し
の
た
め
に
厚
生
労
働
省

が
行
っ
た
市
町
村
の
モ
デ
ル
事
業
や
研

究
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
検
証
の
結
果
に

よ
る
と
、
一
概
に
要
介
護
度
が
低
く
判

定
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
安
定
的
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
厚
生
労

働
省
が
今
回
の
見
直
し
に
関
す
る
検

証
を
行
っ
て
い
る
期
間
中
に
更
新
さ

れ
た
方
で
、
更
新
前
の
要
介
護
度
と

す
る
ご
希
望
が
あ
れ
ば
、
更
新
の
前

後
で
要
介
護
度
が
異
な
る
場
合
、
更

新
前
の
要
介
護
度
の
ま
ま
と
す
る
こ

と
を
可
能
と
す
る
措
置
を
行
う
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

手
続
き
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、
下
記

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Q.
今
後
ど
の
よ
う
な
点
に
注
意
す
れ
ば
よ

い
の
で
す
か
。

A.
要
介
護
認
定
の
ば
ら
つ
き
を
減
ら
し
、

公
平
に
行
う
た
め
、
ご
本
人
を
訪
問
し

て
の
調
査
は
、
調
査
時
の
状
態
の
あ
り

の
ま
ま
を
見
る
方
法
に
変
わ
り
ま
す
。

　

認
定
調
査
員
や
主
治
医
の
先
生
に
、
普

段
困
っ
て
い
る
こ
と
の
具
体
的
な
内

容
や
頻
度
な
ど
に
つ
い
て
、
詳
し
く

伝
え
て
い
た
だ
く
こ
と
が
よ
り
大
切

に
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
よ

り
適
切
な
要
介
護
度
判
定
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

厚
生
労
働
省
で
は
、
４
月
以
降
の
要
介

護
認
定
の
実
施
状
況
を
把
握
し
、
結
果

を
検
証
し
た
上
で
、
必
要
に
応
じ
て
迅
速

に
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

●実際のご本人の状態や介助の程度
のありのままを見させていただき、
普段の様子などもお聞きします。
ご本人やご家族が普段困っている
ことや不便に思っていることは、
具体的に遠慮なく調査員や主治医
の先生にお伝えください。

●最近の介護サービスの開発・進歩
に合わせ、より適切な介護の手間
のかかり方を判定するために、使
用するデータを更新しました。

①申請をします

市町村の介護保険担当窓口に要介護
認定の申請を行います。

②心身の状態を調査します

　　●認定調査
本人の心身の状態を調べるため、
認定調査員が訪問します。

　　●主治医意見書
主治医の先生により、意見書が作
成されます。

③どのくらい介護の労力が必要か審査し、
認定します

　　●１次判定
認定調査の結果をコンピュータで
分析します。

　　●２次判定
専門家からなる審査会において、次
の資料を用いた審査が行われます。

 　①1次判定の結果
 　②認定調査の特記事項
 　③主治医意見書

　　●認定
審査会の判定をもとに、市町村が
要介護度の認定を行います。

④認定結果通知が届きます

●「認定調査」などでお伺いした、よ
り具体的な内容をもとに、審査会
で総合的に判断されます。

※更新申請をされる方につきまして
は、安定的な介護サービスの利用
を確保する観点から、更新の前後
で要介護度が異なる場合、どちら
の要介護度を選択するかご意向を
確認させていただきます。

主な見直し点要介護認定申請から

要介護度決定までの流れ

問い合わせ　市高齢福祉課☎内線1753
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　　新
牛久ごみ
ニュース

資
源
物
は
ど
こ
へ
行
く
の
？

問い合わせ　市廃棄物対策課☎内線1571

　

10
種
類
に
分
別
さ
れ
た
資
源
物
は

集
積
所
に
排
出
さ
れ
る
と
、
こ
れ
を

市（
委
託
収
集
事
業
者
）
が
回
収
し
ま

す
。
紙
類
や
木
く
ず
は
紙
問
屋
や
再

生
工
場
に
直
接
引
き
渡
し
、
缶
、
瓶
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
は
、
牛
久
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
で
選
別
や
プ
レ
ス
な
ど

の
処
理
を
行
い
、
種
類
ご
と
に
事
業

者
に
引
き
渡
し
ま
す
。

　

引
き
渡
さ
れ
た
資
源
物
は
原
材
料

と
し
て
再
利
用
さ
れ
循
環
し
ま
す
。
資

源
の
乏
し
い
日
本
に
と
っ
て
は
と
て

も
貴
重
な
資
源
と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
平
成
19
年
の
ご
み
質

分
析
に
よ
る
と
、
燃
え
る
ご
み（
約

１
万
７
３
０
０
ト
ン
）
に
含
ま
れ
て
い

た
資
源
物
は
約
２
７
７
０
ト
ン（
混
入

率
16
％
）
に
も
な
り
、
こ
れ
ら
は
焼
却

処
分
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
限
り
あ

る
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
に

は
、
家
庭
で
の
分
別
は
不
可
欠
で
す
。

☆
分
別
ル
ー
ル
は
な
ぜ
あ
る
の
？

　

限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る

た
め
、
使
い
終
わ
っ
た
も
の
を
回
収
し

資
源
と
し
て
再
利
用
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、市
で
は
紙
類
や
缶
、

瓶
な
ど
10
分
別
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

名
古
屋
市
の
よ
う
に
30
余
り
に
分
別
す

る
こ
と
は
可
能
で
す
が
、
家
庭
で
の
過

度
な
負
担
を
避
け
、
設
備
投
資
や
ご
み

処
理
コ
ス
ト
を
抑
制
す
る
こ
と
か
ら
現

在
の
分
別
体
系
と
な
っ
て
い
ま
す
。

☆
資
源
物
は
す
べ
て
売
れ
る
の
？

　

収
集
し
た
資
源
物
は
す
べ
て
売
れ
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
紙
類
や
缶
、

瓶（
白
、
茶
色
）は
有
償
で
買
い
取
ら
れ

ま
す
が
、
木
く
ず
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

瓶（
青
、
緑
、
黒
な
ど
）、
陶
磁
器
な
ど

は
事
業
者
へ
の
委
託
処
理
に
よ
り
再
資

源
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
埋
め
立
て
量
を
削
減
し
最

終
処
分
場
の
延
命
化
を
図
る
と
と
も

に
、
資
源
の
有
効
活
用
を
目
的
と
し
て

い
る
た
め
で
す
。

　

平
成
20
年
度
の
資
源
物
売
却
に
よ
る

歳
入
総
額
は
、
不
燃
ご
み
や
粗
大
ご
み

か
ら
回
収
し
た
金
属
を
合
わ
せ
る
と
約

８
６
０
０
万
円
と
な
り
ま
す
が
、
売
却

や
資
源
化
に
は
品
質
が
重
要
で
す
。
ラ

ベ
ル
や
キ
ャ
ッ
プ
が
付
い
た
ま
ま
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
蓋
の
付
い
た
瓶
な
ど

が
混
入
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
異
物
は

清
掃
工
場
に
お
い
て
手
作
業
で
取
り
除

い
て
い
る
状
況
で
す
。
排
出
段
階
で
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

資
源
化
で
き
る
か
は
あ
な
た
次
第
！

　

平
成
19
年
度
実
施
の
ご
み
質
分
析
に

よ
る
と
、
燃
え
る
ご
み
中
に
は
削
減
で

き
る
ご
み
が
約
７
０
０
０
ト
ン
も
含
ま

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
焼
却
に
よ

り
す
べ
て
灰
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、そ
の
中
の
資
源
化
可
能
な
も
の（
約

２
７
７
０
ト
ン
）
は
平
成
19
年
度
の
実

績
を
も
と
に
売
却
額
を
試
算
す
る
と
、

約
２
３
０
０
万
円
に
相
当
し
ま
す
。
限

り
あ
る
資
源
の
有
効
活
用
と
私
た
ち
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
引
き
起
こ
し
た
ご

み
問
題
を
含
む
環
境
問
題
へ
の
取
り
組

み
は
非
常
に
重
要
で
す
。
ご
み
と
し
て

捨
て
る
か
、
資
源
と
し
て
再
利
用
す
る

か
、
そ
れ
は
あ
な
た
次
第
で
す
。

☆
リ
サ
イ
ク
ル
よ
り
も
大
切
な
こ
と
は
！

　

た
だ「
ご
み
」に
し
て
し
ま
う
の
で
は

な
く
、
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
も
大
切

で
す
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
だ
け
で
は
ご
み

を
減
ら
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ご
み

を
削
減
す
る
た
め
に
は
、
リ
サ
イ
ク
ル

の
前
に
、
①
ご
み
を
出
さ
な
い
、
持
ち

込
ま
な
い（
必
要
以
上
に
購
入
し
な
い
） 

②
再
使
用
を
す
る（
使
い
捨
て
商
品
を

購
入
し
な
い
）
こ
と
が
と
て
も
重
要
と

な
り
ま
す
。

　

昨
年
度
、
家
庭
か
ら
回
収
し
た
資
源
物
量
は
約

４
４
８
０
ト
ン
で
、
前
年
度
よ
り
１
２
７
ト
ン
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
ご
み
ニ
ュ
ー
ス
で

は
資
源
物
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

各　

家　

庭

ご　

み　

集　

積　

所

牛
久
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

容器包装リサイクル協会（指定事業者）

民間事業者

 金属買取業者

紙 問 屋

再生工場 木くず

紙類、古着

アルミ・スチール缶

瓶（白や透明・茶）、陶磁器

ペットボトル、瓶（青・緑・黒）

市
の
委
託
収
集
車

市
民

再　利　用
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飼料米をご存じですか？

　飼料米とは牛や豚などの家畜に食べさせるお米のことです。

　昨年の穀物価格の高騰はすさまじいものがありました。廃業に追

い込まれた畜産農家の報道も記憶に新しいところです。こうしたこ

とから、海外の穀物価格による影響を少なくするとともに、国内の

水田を有効に活用しようという目的で、飼料米の生産が全国に広がりつつあります。

　牛久市でも、今年度より飼料米の生産を開始しました。

「うしく河童米」の生産者でもある花島常雄さん、そして

宮本喜好さん、山岡利喜雄さんの3人が飼料米作りに取り

組みます。全員が米作りにかけてはベテランですが、初

めての品種に挑戦するので気持ちは一年生。その「ホシア

オバ」という品種は、大粒で、茎が太くて倒れにくく、主

食米に比べてたくさん収穫できるのが特長です。生産者

たちは「豚をおいしくする米を作るために、勉強するよ」

と意気込みを語ってくれました。3人の牛久産飼料米は、

市内で飼育されている豚のえさになります。牛久のお米

を食べて育った豚の肉を味わってみたいものですね。

問い合わせ　市農業政策課☎内線1521～1522

水回りの修理サービスのトラブルに
ご注意ください！

　故障して流しっ放しになってしまったトイレの修理を業者に依頼したとこ

ろ、「タンクと便器を交換しなければ直らない」と言われ、高額な工事契約を

迫られるというトラブルが発生しています。そのほか、ふろや台所の蛇口の

水漏れや詰まりの修理に対し、高額請求を受けるなどのトラブルも寄せられ

ており、修理を依頼する際には十分な注意が必要です。

◆注意点
①広告をうのみにせず、申込時・作業前に金額を確認する。

②依頼した修理以外の工事を勧められた場合、まず応急処置を求めた方が

安全です。その場で契約せず、工事の必要性を十分検討するなどの注意

が必要です。

※茨城県南水道企業団（☎0297-66-5131）では、漏水修理の当番業者を設けてい

ますので、お問い合わせください。

問い合わせ　牛久市消費生活センター☎830-8802FAX830-8803

　　　　　　相談日：月・水・金曜日（午前9時～午後4時）

～うしくスタイル～

みんなの
農 業

県の職員に指導を受ける3人の生産者

（手前3人）
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消
防
団
に

　
　

強
い
味
方
が
登
場
！

問
い
合
わ
せ　

市
交
通
防
災
課
☎
内
線

１
６
８
２

　

こ
の
た
び
、
牛
久
市
消
防
団
に
小
型

ポ
ン
プ
付
水
槽
車
１
台
が
配
備
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
車
両
は
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金

事
業
の
対
象
と
し
て
国
か
ら
補
助
金
を

受
け
購
入
し
た
も
の
で
、
３
・
５
ト
ン

の
水
を
積
む
こ
と
が
で
き
る
水
槽
と
、

小
型
の
動
力
消
防
ポ
ン
プ
を
備
え
て
い

ま
す
。

　

既
存
の
分
団
車
両
で
は
、
火
災
現
場

に
到
着
す
る
と
最
初
に
水
利
を
探
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
か
ら
火
元

ま
で
何
本
も
の
ホ
ー
ス
を
つ
な
い
で
水

を
送
り
、
よ
う
や
く
放
水
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
回
購
入
し
た
車
両
は
水

を
積
ん
で
お
く
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

迅
速
な
消
火
活
動
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
消
火
活
動
で
防
火
水
槽
を
使

用
し
た
場
合
、
空
に
な
っ
た
防
火
水
槽

へ
の
給
水
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
近

く
に
消
火
栓
の
な
い
防
火
水
槽
で
は
、

市
の
所
有
す
る
２
ト
ン
の
給
水
車
を
水

源
か
ら
何
往
復
も
さ
せ
て
水
を
運
ん
で

い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
３
・
５
ト
ン
の
水
槽

車
を
併
せ
て
使
用
す
る
こ
と
で
給
水
に

か
か
る
時
間
と
労
力
を
大
幅
に
減
ら
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

3.5トンの水を積載できる小型ポンプ付水槽車

消防団

NEWS

　

こ
れ
ま
で
、
既
存
住
宅
へ
の
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
設
置
義
務
化
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
６
月

2
日
か
ら
い
よ
い
よ
設
置
が
義
務
付
け

に
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
お
宅
で
は
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
い
く
つ
設
置
し
ま
し
た
か
。

　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
亡
原
因
の
多
く

は
就
寝
中
の
逃
げ
遅
れ
で
す
。設
置
は
、

こ
の
逃
げ
遅
れ
を
な
く
す
目
的
で
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
に
入
り「
隣
の
家
か
ら
警
報
器
の

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は
お
済
み
で
す
か
？

～
６
月
２
日
か
ら
す
べ
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
義
務
化
～

設置場所のチェック・ポイント

　設置が義務付けられている場所は…

◆｢すべての寝室｣

◆｢２階以上に寝室がある場合の階段｣

　設置をお勧めしている場所は…

◆｢台所」と｢居間」

住宅火災による原因別死亡者割合

逃げ遅れ 64％

着衣着火 6％

再進入 2％

その他 28％

約7割が逃げ遅れ！

音
が
聞
こ
え
る
」と
の
通
報
に
よ
り
大
事

に
至
ら
ず
に
済
ん
だ
事
例
が
増
え
て
い

ま
す
。
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
火
災
の

早
期
発
見
に
効
果
的
で
、
逃
げ
遅
れ
を

防
ぐ
ば
か
り
で
は
な
く
、
家
財
へ
の
被

害
も
小
さ
く
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
購
入
し
て
も

し
ま
い
込
ん
で
い
て
は
役
に
立
ち
ま
せ

ん
。
き
ち
ん
と
し
た
場
所
に
取
り
付
け

て
、万
が
一
の
事
態
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

牛
久
消
防
署
☎
８
７

３
・
０
１
１
９
、
市
交
通
防
災
課
☎

内
線
１
６
８
２
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うしく食育推進計画ができました！

「食育」は、普段の生活の中で実践できるものです。

さあ、あなたの食育ライフをチェックしてみましょう！

□ 食べ物に対する感謝の気持ち「いただきます」「ごちそうさま」を毎食時言っていますか。

□ 朝ごはんをしっかり食べて、生活のリズムをつけていますか。

□ 家族で食卓を囲んで、食事を取っていますか。

□ 毎食、野菜を食べていますか。

□ 薄味にしていますか。

□ よくかんで食べていますか。

□ 牛久でとれた食材を味わっていますか。

□ 旬の食材を食べていますか。

□ 毎日、体重をチェックしていますか。

□ 賞味期限や消費期限を見ていますか。

スローガン：こころと体に栄養補給・楽しくおいしい食生活

自ら考えて

食を選択する

力を養う

食生活の基礎づくり

すべてにチェック
が入りましたか？
チェックのないと
ころは、あなたを
ワンランク上の食
育ライフへと導く
カギとなります。

　市民一人ひとりが食への感謝を深め、食に関する知識と選択する力を学び、健全な食生活を実践

すること、適度な運動を取り入れることなど、自らが心身の健康を守り、人生を心豊かに生きるこ

とができる人を育むことを目的に、うしく食育推進計画を策定しました。

自然への恩恵と

食への理解を

深める

牛久の食づくり

健全な食生活を

実践する

食育を広げる環境づくり
毎月

19日は、

食育の日
（しょくいく）（しょくいく）（しょくいく）

家族みんなで
食事のあいさつをする

牛久市における
食育の基本目標

問い合わせ　市健康管理課☎内線1742～1745
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今月の行事予定 ＜場所：市中央図書館＞

◆映画上映会◆　6月21日（日）午後2時

　『トンデモネズミ大活躍 ( アニメ）』

◆牛久おもちゃ病院◆　6月21日（日）午前10時～正午

＊おはなしよんで…毎週水曜日午後2時

＊おはなし会…毎週土曜日午後2時

＊おはなしとんとん…毎月第2日曜日午前11時

＊うさちゃんきいて…毎月第3金曜日午前10時30分

今月の休館日

全館休館日…6月8日（月）・22日（月）

としょかん
■市中央図書館　☎871-1400 午前9時～午後9時

■エスカード分館☎874-3132 午前10時～午後7時

■奥野生涯学習センター図書室☎875-1133 午前9時～午後5時

■三日月橋生涯学習センター図書室☎874-1340 午前9時～午後5時ホームページ http://library.city.ushiku.ibaraki.jp/

よ
う
こ
そ
図
書
館
へ
！
③

《
統
計
で
見
る
図
書
館
・
資
料
の
所
蔵
数

（
平
成
21
年
４
月
１
日
現
在
）》

・
中
央
図
書
館
…
図
書
24
万
８
３

０
８
冊
、
紙
芝
居
１
５
２
４
点
、

雑
誌
６
９
９
５
点
、
視
聴
覚
資

料（
Ｃ
Ｄ
、
ビ
デ
オ
な
ど
）
７
２

４
９
点
、
計
26
万
４
０
７
６
点

・
エ
ス
カ
ー
ド
分
館
…
図
書
２
万

３
１
４
９
冊
、
紙
芝
居
２
１
５
点
、
雑
誌
28
点
、
計

２
万
３
３
９
２
点

・
奥
野
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
図
書
室
…
図
書
７
６
９

７
冊
、
紙
芝
居
１
４
３
点
、
計
７
８
４
０
点

・
三
日
月
橋
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
図
書
室
…
図
書
３

３
４
７
冊
、
紙
芝
居
８
点
、
計
３
３
５
５
点

・
き
ぼ
う
の
広
場
…
図
書
８
２
２
冊

読
書
団
体
連
合
会 

第
３
回
自
主
講
座

～
メ
イ
ン
テ
ー
マ『
徒
然
草
』～

日
時　

６
月
13
日（
土
）午
後
２
時
～

場
所　

市
中
央
図
書
館
視
聴
覚
室（
２
階
）

講
師　

石
塚
秀
雄
氏（
日
本
教
育
大
学
院
大
学

教
授
、
慶
応
義
塾
大
学
非
常
勤
講
師
）

演
題　

「『
徒
然
草
』の
世
界
２
」

入
場
料　

無
料
※
席
は
自
由
で
す
。

主
催　

牛
久
市
読
書
団
体
連
合
会

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

日　時 場　所 内　容

第1回
6月29日（月）
午後1時30分～4時

市中央図書
館 視 聴 覚
室（2階）

ブックスタートの理念
と目的、赤ちゃんの発
達と3・4カ月児健診に
ついて

第2回
7月7日（火）
午後1時30分～4時

絵本の読み聞かせの基
本、わらべ歌・手遊び
について、赤ちゃんへ
の読み聞かせの実演

第3回
7月16日（木）
午後1時30分～4時

ブックスタート実演練
習、図書館における赤
ちゃんへのフォローや
配布物の内容説明

第4回
①7月14日（火）
②7月27日（月）
③7月29日（水）
午後1時～3時30分

市保健
センター

実際のブックスタート
見学
※①～③のいずれか1

日を選択の上でのご
参加となります。

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
と
は
、
０
歳
か
ら
絵
本
と
触
れ
合

う
こ
と
で
、
親
子
で
楽
し
く
温
か
い
ひ
と
と
き
を
持
っ

て
も
ら
お
う
と
い
う
事
業
で
す
。
市
で
は
毎
月
２
～
３

回
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
３
・
４
カ
月
児
健
診

時
に
、
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
に
絵
本
を
読
み
聞
か
せ
な

が
ら
手
渡
し
て
い
ま
す
。

対
象　

市
内
に
在
住
で
、
赤
ち
ゃ
ん
と
絵
本
が
好
き
な

方
※
全
講
習
会
に
出
席
で
き
る
方
で
、
平
日
の
午
後

１
時
～
３
時
30
分
の
活
動
に
支
障
が
な
い
方

募
集
人
数　

15
人
程
度
※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
選

考
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
し
込
み
方
法　

６
月
１
日（
月
）
～
15
日（
月
）
ま
で
の

間
に
、
市
中
央
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
に
あ
る
申
込
用

紙
に
記
入
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、市
中
央
図
書
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ブックスタートボランティア講習会日程

楽
し
か
っ
た
ね
！

こ
ど
も
と
し
ょ
か
ん
ま
つ
り

　

４
月
26
日（
日
）、
市
中
央

図
書
館
で「
こ
ど
も
と
し
ょ

か
ん
ま
つ
り
」
を
行
い
ま
し

た
。
毎
年
好
評
の「
お
は
な

し
会
ス
ペ
シ
ャ
ル
」
や「
よ
ろ

い
と
い
っ
し
ょ
に
さ
つ
え
い

会
」
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
に
大
勢
の
子
ど

も
た
ち
が
参
加
し
、
図
書
館

で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。

お
わ
び
と
訂
正

　

広
報
う
し
く
５
月
１
日
号
12
ペ
ー
ジ「
新
し

い
Ｃ
Ｄ
・
ビ
デ
オ
が
入
り
ま
し
た
」の
記
事
中
、

Ｃ
Ｄ
の
点
数
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く

は
98
点
で
す
。
お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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再
び
芋
銭
を
考
え
る
⑦

　

こ
れ
ま
で
芋
銭
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
き
た
事
柄
を
、
確
実
な

資
料
に
よ
っ
て
見
直
し
て
み
よ
う
と
す
る
こ
の
連
載
も
、
回
を

重
ね
て
７
回
目
に
な
り
ま
し
た
。

　

芋
銭
を
再
検
証
す
る
こ
の
よ
う
な
試
み
は
、
実
は
牛
久
で
は

数
年
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
市
が
主
催
す
る
小
川
芋
銭

展（
シ
ャ
ト
ー
カ
ミ
ヤ
を
会
場
と
し
、
隔
年
開
催
。
既
に
、
第
１

回
・
第
２
回
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
）に
併
せ
て
発
行
さ
れ
た
図

録
中
か
ら
、
そ
れ
ら
の
試
み
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

第
１
回
展
図
録
の
内
容
は
衝
撃
的
で
す
ら
あ
り
、
そ
れ
ま
で
の
芋
銭
論
を
改
め
ざ
る
を

得
な
い
内
容
に
充
ち
満
ち
て
い
ま
す
。
ま
た
、
第
２
回
展
図
録
で
は
、
芋
銭
装
丁
本
の
ほ

ぼ
す
べ
て
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

お
の
お
の
の
図
録
は
28
ペ
ー
ジ
と
薄
冊
で
す
が
、
内
容
は
重
複
し
て
い
ま
せ
ん
。
今
後

開
催
さ
れ
る
芋
銭
展
に
お
い
て
も
同
様
の
図
録
が
発
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
展

覧
会
は
各
回
共
に
全
く
別
の
内
容
で
構
成
さ
れ
る
予
定
で
す
の
で
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

図
録
の
内
容
も
重
複
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

前
述
の
と
お
り
、
回
ご
と
に
発
行
さ
れ
る
図
録
は
、
単
体
で
見
れ
ば
薄
い
も
の
で
す
が
、

こ
れ
を
合
本
す
れ
ば
、
最
新
の
情
報
を
備
え
た
得
難
い
芋
銭
文
献（
画
集
）が
で
き
あ
が
り

ま
す
。

　

「
小
川
芋
銭
研
究
・
情
報
発
信
は
牛
久
か
ら
」を
旗
印
に
、
牛
久
市
に
小
川
芋
銭
研
究
セ

ン
タ
ー
が
誕
生
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
展
覧

会
図
録
の
み
を
取
り
上
げ
て
も
、
先
の
旗
印
に

決
し
て
恥
じ
る
と
こ
ろ
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

た
だ
、
残
念
な
こ
と
に
は
、
第
１
回
展
図
録

は
完
売
し
、
入
手
不
可
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

部
屋
の
隅
に
こ
れ
ら
の
展
覧
会
図
録
が
眠
っ

て
い
ま
し
た
ら
、
も
う
一
度
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ

て
い
た
だ
き
、
新
し
い
芋
銭
研
究
の
一
端
に
触

れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
川
芋
銭
研
究
セ
ン
タ
ー　

 　

北
畠
健

画聖
小川芋銭

�第1回・第2回 小川芋銭展図録

小川芋銭研究センターの機能を一部移転しました
　昨年7月1日、小川芋銭研究センターを城中町にある

芋銭の旧居「草汁庵」内に開設しました。同センターで

は、芋銭研究を中心にセンターに訪問される方の対応

やホームページの開設更新などを行っており、センター

の存在が全国的に知られるようになりました。

　今年度は3月に実施した第1回芋銭検定に引き続き、

第2回を8月に、第3回を来年2月に実施するほか、11月

には2年に1度開催する小川芋銭展を開催するなど大き

なイベントが控えています。

　芋銭顕彰の拠点としては、現在の草汁庵はこの上な

いところですが、拡大する事業を行うには手狭なため、今年3月末に閉署された牛久消防署西部出

張所の建物に、小川芋銭研究センターを移転することとなりました。

　しかし、出張所を研究センターとして使用するには大きな改修が必要となるため、当分の間は、

草汁庵と西部出張所の2カ所で研究センターを稼動させ「小川芋銭研究・情報発信は牛久から」を推

し進めることとなりました。正式な移転期日は決定次第お知らせします。

※芋銭のことで、分からないことがありましたら、下記までご連絡ください。

問い合わせ　小川芋銭研究センター（城中町1888旧牛久消防署西部出張所（市立牛久第三中学校向か

い））☎828-7985※火～金曜日午前9時～午後5時開館。
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住
井
す
ゑ
と
そ
の
文
学
の
里（
四
十
）

　
　

ー
牛
久
沼
の
ほ
と
り
ー

牛
久
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員　
　
　

栗く
り
は
ら原　

功
い
さ
お　

日
米
開
戦

　

住
井
す
ゑ
は
、
戦
時
中
、
心
な
ら
ず
も

戦
争
遂
行
に
協
力
す
る
文
筆
活
動
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
日
米
開
戦
の
淵え

ん
げ
ん源
は
、
日

露
戦
争
後
に
ア
メ
リ
カ
が
、
日
本
を
仮
想

敵
国
に
定
め
て
戦
争
で
た
た
く
計
画
を
立

て
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
幕
末
に
も

そ
の
遠
因
が
あ
っ
た（
写
真
と
説
明
文
参

考
）。
明
治
政
府
は
、
朝
鮮
の
内
乱
に
際

し
て
、
反
政
府
勢
力
支
援
の
軍
隊
を
派
遣
、

朝
鮮
の
宗そ
う

主し
ゅ

国こ
く

の
清
国
と
戦
争
に
な
っ
た
。

ロ
シ
ア
は
、
沿
海
州
、
満
州（
現
中
国
東
北

部
）を
租そ

し
ゃ
く借

し
、
南
満
州
の
遼

り
ょ
う
と
う東

半
島
南
端

の
旅り

ょ
じ
ゅ
ん順
に
巨
大
ト
ー
チ
カ
陣
地
を
構
築
、

そ
こ
を
日
本
侵
略
の
橋き

ょ
う
と
う
ほ

頭
堡
と
し
た
の
で
、

日
本
が
明
治
37
年（
１
９
０
４
年
）
に
宣
戦

布
告
し
た
。
日
本
が
存
亡
を
賭と

し
て
の
世

界
最
大
の
陸
軍
保
有
国
ロ
シ
ア
と
の
戦
争

は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
第
26
代
大
統
領
セ

オ
ド
ア
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
あ
っ
せ
ん
で

講
和
と
な
っ
た
。（
対
米
対
露
秘
密
協
約
で
、

日
本
が
米
国
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
植
民
地
化
を

承
認
し
、
米
露
両
国
が
日
本
の
朝
鮮
保
護

を
承
認
し
て
い
た
）。
が
、
そ
の
ル
ー
ズ
ベ

ル
ト
大
統
領
は
、
日
本
が
自
国
の
中
国
に

お
け
る
権
益（
権
利
と
利
益
）
の
障
壁
と
判

断
し
て
オ
レ
ン
ジ
計
画（
日
本
を
戦
争
で
た

た
く
計
画
）を
策
定
し
た
。
そ
も
そ
も
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
は
、
西
部
開
拓
時
代
の「
明
白

な
天
命（
ア
メ
リ
カ
が
行
う“
領
土
拡
大
は

わ
が
国
民
の
自
由
な
発
展
の
た
め
に
神
々

か
ら
与
え
ら
れ
た
”も
の
だ
と
説
い
た
）」を

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
、
カ
リ
ブ
海
、
太
平
洋
、

さ
ら
に
ア
ジ
ア
へ
と
領
土
を
拡
大
す
る
理

念
と
し
て
き
た
の
だ
。

　

日
本
で
は
、
明
治
40
年（
１
９
０
７
年
）

に
元
老
山
縣
有
朋（
第
３
代
・
第
９
代
首
相
。

元げ
ん
す
い帥

）が
中
心
に
な
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
を
仮

想
敵
国
と
し
、『
帝
国
国
防
方
針
』を
制
定
し

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
渡
洋
米
艦
隊
を
海

軍
の
連
合
艦
隊
が
迎
撃
を
担
当
す
る
こ
と

と
し
、
日
本
の
用
兵
思
想
が「
渡
洋
米
艦
隊

邀よ
う

撃げ
き（
迎げ

い
げ
き撃
）」の
た
だ
一
点
に
絞
ら
れ
た
の

だ
。（
日
露
秘
密
協
約
に
は
、
ア
メ
リ
カ
資

本
の
攻
勢
に
対
し
て
日
露
が
共
同
で
対
抗

す
る
こ
と
、
満
州
南
部
で
の
日
本
の
特
殊

権
益
承
認
な
ど
が
明
白
に
さ
れ
て
い
た
）以

後
日
米
の
間
で
軍
艦
建
造
競
争
が
激
化
。

大
正
11
年（
１
９
２
２
年
）
２
月
に
、
ア
メ

リ
カ
第
29
代
大
統
領
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
提

唱
に
よ
る
ワ
シ
ン
ト
ン
海
軍
軍
縮
会
議
で
、

日
本
の
首
席
全
権
委
員
加
藤
友
三
郎
海
相

（
の
ち
に
首
相
）は「
日
本
は
米
国
と
の
戦
争

を
避
け
る
こ
と
を
必
要
と
す
」と
し
て
、
同

軍
縮
条
約
を
締
結
し
た
。
が
、
日
本
が
昭

和
11
年（
１
９
３
６
年
）
１
月
に
同
軍
縮
条

約
を
脱
退
し
た
た
め
、
日
米
間
に
は
再
び

一
触
即
発
の
緊
張
が
高
ま
っ
た
。
日
本
で

は
、
同
年
８
月
に
帝
国
国
防
方
針
の
３
度

目
の
改
訂
を
行
い
、『
西
太
平
洋
ノ
制
海
権

確
保
』な
ど
の
条
文
を
加
え
た
。

　

翌
12
年（
１
９
３
７
年
）の
７
月
に
日
中

戦
争
が
勃ぼ

っ
ぱ
つ発
す
る
が
、
そ
の
戦
争
の
原
因

は
、『
ア
ジ
ア
の
情
勢
』の
一
節
に
よ
れ
ば『
…

華か

ほ

く北
の
中
国
国
民
政
府
軍
下
士
卒
連
中
の

自
然
発
生
的
な
抵
抗
に
よ
っ
て
は
じ
め
ら

れ
た
…
』。
日
中
戦
争
は
、
近
衛
内
閣
の
方

針
と
は
逆
に
、
日
本
軍
部
が
拡
大
さ
せ
る

そ
の
一
方
で
、
ア
メ
リ
カ
第
32
代
大
統
領
フ

ラ
ン
ク
リ
ン
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
、
蒋し

ょ
う
か
い
せ
き

介
石

主
席
の
国
民
政
府
軍
へ
軍
事
に
関
す
る
大

規
模
な
支
援
を
行
っ
て
い
た
た
め
長
期
化

し
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大

統
領
が
、
同
16
年（
１
９
４
１
年
）
８
月
に

至
っ
て
、
対
日
石
油
輸
出
全
面
禁
止
と
い

う
兵ひ

ょ
う
ろ
う
ぜ

糧
攻
め
に
出
て
き
た
の
で
、
日
本
で
は

同
年
９
月
３
日
開
催
の「
御ご

ぜ

ん前
会
議
」
に
陸

海
両
軍
か
ら『
帝
国
国
策
遂
行
要
領（
※
）』

が
提
案
さ
れ
た
。
同
案
は
同
月
６
日
開
催

の
御
前
会
議
で
審
議
さ
れ
、
決
定
さ
れ
た
。

が
、
近
衛
首
相
は
開
戦
を
決
断
し
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
東
条
陸
相
に
辞
職
に
追
い

込
ま
れ
た
。
昭
和
天
皇
は
同
月
18
日
に
東

条
英
機
陸
軍
大
将
に
組そ

か

く閣
と
米
英
蘭
と
の

戦
争
回
避
を
命
じ
た
。
東
条
首
相
は
、
戦

争
回
避
の
外
交
努
力
を
重
ね
た
が
、
11
月

27
日
に
ア
メ
リ
カ
の
国
務
長
官
ハ
ル
よ
り

『
ハ
ル
・
ノ
ー
ト（
東
京
裁
判
で
イ
ン
ド
の

パ
ー
ル
判
事
は
、
モ
ナ
コ
の
よ
う
な
小
国
で

も
ハ
ル
・
ノ
ー
ト
を
受
託
す
る
こ
と
は
不
可

能
だ
っ
た
ろ
う
と
語
っ
た
）』が
届
き
、
日
本

は
12
月
１
日
開
催
の
御
前
会
議
で
米
英
蘭

と
の
開
戦
を
決
定
し
た
の
だ
っ
た
。

※『帝国は、自存自衛を全うするため、対米（英蘭）戦争を辞せざるを決意を

もって…』。

➡
ロ
シ
ア

軍
艦
来ら

い

寇こ
う

（
攻
め
込
ん

で
き
た
）
地

碑（
現
長
崎

県
対
馬
市

美
津
島
町

昼
ケ
浦
芋い

も

崎ざ
き

。
対
馬
市

教
育
委
員

会
提
供
）

　

嘉
永
６
年（
１
８
５
３
年
）
に
司
令
長
官

ペ
リ
ー
率
い
る
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
艦
隊

は
琉
球（
沖
縄
）
那
覇
港
と
父
島
二
見
港

の
一
部
を
占
領
し
て
か
ら
浦
賀
に
来
航
。

同
年
、
ロ
シ
ア
兵
の
一
隊
が
南

み
な
み

樺か
ら

太ふ
と

久く

春し
ゅ
ん

古こ

丹た
ん

に
上
陸
、
こ
こ
を
占
領
し
た
。

さ
ら
に
、
文
久
元
年（
１
８
６
１
年
）
に

ロ
シ
ア
艦
隊
が
対
馬
国
の
朝
鮮
海
峡
側

の
昼
ケ
浦
芋
崎
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
来

寇
。
フ
ラ
ン
ス
・
イ
ギ
リ
ス
両
国
の
軍

隊
が
横
浜
に
駐
留
。
フ
ラ
ン
ス
駐
日
公

使
ロ
ッ
シ
ュ
は
幕
府
勘
定
奉
行
小
栗
忠

順
を
通
じ
て
慶
応
２
年（
１
８
６
６
年
）

に
徳
川
第
15
代
将
軍
慶
喜
に
内
政
改
革

の
答
申
を
行
っ
た
。
同
年
イ
ギ
リ
ス
駐

日
公
使
パ
ー
ク
ス
の
部
下
ア
ー
ネ
ス
ト
・

サ
ト
ウ
は
薩
摩
藩
を
代
表
す
る
立
場
の

西
郷
隆
盛
に「
イ
ギ
リ
ス
は
、
必
要
と
あ

れ
ば
、
い
つ
で
も
倒
幕
派
に
武
器
援
助

を
し
ま
し
ょ
う
」
と
接
近
し
て
き
た
が
、

西
郷
は「
日
本
の
政
治
改
革
は
日
本
人
の

手
で
や
る
。
外
国
人
に
た
よ
る
気
は
な

い
」と
は
っ
き
り
断
っ
た
。
吉
田
松
陰
も

米
英
仏
露
四
超
大
国
に
よ
る『
日
本
植
民

地
化
の
危
機
』を
度
々
唱
え
て
い
た
。
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＜140＞
牛久運動公園体育館内
牛久市体育協会事務局
　☎873-2486 FAX873-2895

（90）
市教育委員会生涯学習課内
牛久市文化協会事務局
　☎871-2301 FAX871-1334

加盟団体紹介 催し物のご案内

牛久盆栽研究会　（代表：鈴木友一☎873-9673）

　発足から35年、多くの皆さんの温かいご支援を

頂きながら、会員同士の親ぼく・交流をはかり、永

井先生の指導の下、月例会を毎月第3土曜日市中央

生涯学習センターで行っています。今年の目標は、

土浦石岡

地区大盆

栽展に全

員で出品

すること

です。

●ムジカ・フェスタ・ディ in つくば2009

日時　6月21日（日）午前10時～

場所　ノバホール

入場料　無料

※合唱部会の牛久コール若葉、コーラスタンポポ、

女声合唱コスモス、うしく混声合唱団、VOUK

が参加しています。

問 い合わせ　牛久コール若葉（市毛）☎872-3607

● Holy Bright サマーライブ

日時　6月27日（土）午後6時30分～

場所　市中央生涯学習センター多目的ホール

入場料　無料

問 い合わせ　Holy Bright（小栁）☎874-9374

●第4回 SUGI ダンスカンパニー発表会

日時　6月28日（日）午後2時30分～

場所　市中央生涯学習センター文化ホール

入場料　無料

問 い合わせ　SUGI ダンスカンパニー（廣瀬）

☎090-6549-7037

4月14日（火）「いきものがかりのみなさん、

こんにつあー！！ 2009」を終えて

　たくさんの皆さんと共に、スタンディングで

盛り上がったり、じっくり曲を味わったりと、

すてきな時を過ごすことができたと思います。

ご来場の皆さんのマナーの良さにも感謝します。

これからも、多くの方と思い出に残るひととき

をつくれる企画を考えていきたいと思います。

平成21年度牛久市体育協会総会
　5月9日（土）市役所第3会議室で総会が開催され、

平成20年度の体育協会事業報告、決算報告、平成

21年度の事業計画案、予算案、新役員が承認され

ました。今年度も一層精力的に活動します。

【平成21年度牛久市体育協会常任理事】

＜会長＞鈴木義隆＜副会長＞唯根勉、栗山明彦、高橋

忠＜常任理事＞木ノ上亀久、那須政夫、石塚曻、菊池

成六、河野孝子、外山美登里、大川鑠、藤田信行、荒

木恒一、武田秀夫、坂本允、甚田あや子、綿貫とも枝

平成20年度表彰者
【表彰状】＜優秀選手＞森知美・島田明・鈴木眞江・埀野政義・

埀野智子・大黒祥子・塚田豊子・椎名真由美（バドミントン部）、

駒田美香（剣道部）、北沢澄絵・伏見美峰（少林寺拳法部）、沖

田紀子（牛久弓道会）、井関好子（ソフトテニス部）、吉田紘子（卓

球部）、小材彩華・石曽根里央・長野友香（牛久ジュニア体操

クラブ）、牛久市グラウンドゴルフ協会かっぱクラブ選手団28

人・牛久グリーンクラブ選手団8人（グラウンドゴルフ）＜優秀

団体＞牛久市剣道スポーツ少年団、牛久ジュニア体操クラブ、

BL Ⅶ（バドミントン部）、牛久ベアーズ・うしくゴールデンボー

イズ（野球連盟）＜優秀指導者＞宮本千枝子・滝本毅・名雪重

子（牛久市グラウンドゴルフ協会かっぱクラブ）＜体育功労者

賞＞出間昇（うしく太極拳の会）、飯島繁（体協役員）、中根眞

澄（野球連盟）、溝井美正・阿久根平司・溝井イツ子（牛久グ

リーンクラブ）【感謝状】宮浩（茨城牛久 G・G クラブ）、大橋

宮子（牛久市グラウンドゴルフ協会かっぱクラブ）、田中隆之・

井関好子・根本勝（体協役員）、平林裕子（体協事務局）【褒状】

＜優秀選手＞小沼尚子（バドミントン競技）、飯島繁（陸上競技）

＜優秀団体＞東洋大学附属牛久高等学校相撲部     （敬称略）

文

化

公

演

事

業

表
彰
を
受
け
る
牛
久
ジ
ュ
ニ
ア

体
操
ク
ラ
ブ
の
選
手
た
ち
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健
康
を
目
指
し
て

　
　
　
　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

河童の碑に向かう参加者たち

　

５
月
16
日
、「
牛
久
健
康
ウ
ォ
ー
ク

２
０
０
９
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年

で
４
回
目
と
な
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

歩
く
楽
し
さ
を
実
感
し
、
日
ご
ろ
の
体

力
づ
く
り
の
成
果
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
ワ
イ
ン
発
祥
の
地
シ
ャ
ト
ー
カ
ミ

ヤ
や
の
ど
か
な
田
園
、
昔
懐
か
し
い
風

景
を
望
み
な
が
ら
歩
く
こ
と
を
目
的
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
コ
ー
ス
は
、
牛
久
自
然
観
察

の
森
・
遠
山
谷
津
田
コ
ー
ス（
約
21
㎞
）

と
牛
久
沼
コ
ー
ス（
約
11
㎞
）が
用
意
さ

れ
、
参
加
者
た
ち
は
自
分
の
体
力
に
合

わ
せ
た
コ
ー
ス
を
楽
し
く
歩
き
ま
し
た
。

　

牛
久
沼
コ
ー
ス
に
参
加
し
た
、
古
川

代よ
し
ひ
ろ大
さ
ん
・
志
寿
子
さ
ん
夫
妻（
ひ
た

ち
な
か
市
在
住
）は「
牛
久
健
康
ウ
ォ
ー

ク
参
加
は
今
回
で
２
回
目
で
す
。
前
回

は
牛
久
大
仏
の
方
を
歩
き
ま
し
た
が
、

牛
久
沼
コ
ー
ス
は
緑
が
多
く
て
き
れ
い

な
道
で
す
ね
。
特
に
出
発
地
点
の
シ
ャ

ト
ー
カ
ミ
ヤ
が
き
れ
い
で
し
た
」
と
気

持
ち
の
よ
い
汗
を
流
し
な
が
ら
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

途
中
、
小
川
芋
銭
ゆ
か
り
の
河
童
の

碑
や
雲
魚
亭
な
ど
牛
久
沼
周
辺
の
観
光

名
所
を
巡
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　

三
日
月
橋
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
昼

食
を
と
っ
た
参
加
者
た
ち
は
、
と
ん
汁

と
麦
茶
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
、

皆
さ
ん
お
い
し
そ
う
に
飲
み
干
し
て
い

ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
し
た
後
に
は
抽
選
会
も
開
か

れ
、
思
い
も
か
け
ず
お
土
産
を
手
に
し

た
参
加
者
か
ら
は
、
笑
み
が
こ
ぼ
れ
て

い
ま
し
た
。

断
酒
新
生
に
向
か
っ
て

　

地
震
な
ど
に
よ
る
被
害
防
止
や
軽
減

を
図
る
と
と
も
に
、
自
主
的
な
防
犯
活

動
を
行
っ
て
安
心
安
全
な
地
域
を
つ
く

る
た
め
、
牛
久
第
一
中
学
校
区
安
心
安

全
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
牛
久
第
一

中
学
校
を
第
二
次
避
難
場
所
と
す
る
栄

町
、
か
わ
は
ら
台
、
神
谷
二
区
、
栄
東

の
４
つ
の
行
政
区
で
構
成
さ
れ
、
今
年

度
か
ら
地
域
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
や
防

災
体
制
づ
く
り
な
ど
各
種
の
防
災
防
犯

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、（
財
）
自
治
総
合
セ
ン

８
つ
目
の
安
心
安
全
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
設
立

　

５
月
17
日
、
市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
文
化
ホ
ー
ル
で
、
１
都
６
県
の
各

断
酒
会
の
会
員
な
ど
が
集
ま
り「
第
41

回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク（
茨
城
）
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
催
者
の（
社
）全
日
本
断
酒
連
盟
副

理
事
長
の
立
木
鐡
太
郎
さ
ん
が「
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
症
は
誰
に
で
も
か
か
る
可

能
性
が
あ
る
病
気
で
す
が
、
断
酒
を
す

る
こ
と
で
、
回
復
で
き
る
こ
と
を
世
間

に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。

　

そ
の
後
、
各
都
県
の
代
表
者
に
よ
る

タ
ー
か
ら「
地
域
安
心
安
全
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
モ
デ
ル
事
業
」の
指
定
を
受
け
、

こ
れ
に
よ

り
交
付
さ

れ
た
補
助

金
で
防
災

倉
庫
や
炊

き
出
し
用

の
大
な
べ

を
配
備
し

ま

し

た
。

（
下
写
真
）

体
験
発
表
と「
罪
悪
感
を
乗
り
越
え
る

為
に
」と
題
し
た
井
波
真
理
雄
先
生（
雷

門
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）に
よ
る

記
念
講
演
な
ど
が
行
わ
れ
、
参
加
者
た

ち
は
断
酒
新
生
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。 体験発表を行う千葉県代表
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おわびと訂正
広報うしく5月1日号19ページ「硬式テニスシングルス大会」の記事中、ジュニア小学4～6年生第3位
の方の氏名に誤りがありました。正しくは「小林大起」さんです。おわびして訂正いたします。

　

４
月
20
日
、
市
内
の
４
事
業
者
、
14
の

市
民
団
体
か
ら
な
る「
う
し
く
レ
ジ
袋
削
減

市
民
の
会
」、
牛
久
市
の
３
者
に
よ
り
、「
牛

久
市
に
お
け
る
レ
ジ
袋
削
減
の
取
り
組
み

に
関
す
る
協
定
式
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
７
月
１
日
か
ら
市
内
の
７
店
舗

で
レ
ジ
袋
無
料
配
布
が
中
止
さ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
多
く
の
レ
ジ
袋
が
ご
み
と

し
て
焼
却
さ
れ
て
い
る
現
状
を
踏
ま

え
、
勉
強
会
を
開
催
す
る
な
ど
し
て
、

地
球
温
暖
化
防
止
や
ご
み
の
減
量
な
ど

に
有
効
な
手
段
を
協
議
し
て
き
ま
し

た
。
今
後
、
市
で
は
店
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
や
広
報
紙
へ
の
掲
載
を
行
い
、
無
料

配
布
中
止
事
業
所
の
拡
大
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

４
月
25
日
、
奥
原
町
で
植
樹
イ
ベ
ン

ト「
霞
ケ
浦
の
水
源
の
森
を
取
り
戻
そ

う
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ

ン
ト
に
は
、ス
イ
ス
に
本
拠
地
を
置
き
、

証
券
・
金
融
業
を
営
む
Ｕ
Ｂ
Ｓ
グ
ル
ー

プ
か
ら
頂
い
た「
ふ
る
さ
と
牛
久
応
援

寄
附
金
」が
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た

が
、
牛
久
市
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ
グ
ル
ー
プ
の
社
員

と
そ
の
家
族
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
サ
ザ
基
金

な
ど
の
参
加
者
約
50
人
は
、
雨
が
っ
ぱ
を

着
て
、
枝
垂
れ
桜
や
ケ
ヤ
キ
の
苗
木
約

90
本
を
植
え
て
、
霞
ケ
浦
の
水
源
や
地

球
環
境
の
保
全
に
願
い
を
込
め
ま
し
た
。

　

牛
久
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
に
完
成

し
た
Ｂ
Ｄ
Ｆ（
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃

料
）
製
造
施
設
で
精
製
さ
れ
た
Ｂ
Ｄ
Ｆ

が
、
市
の
公
用
車
に
給
油
さ
れ
、
運
行

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
家
庭
か
ら
集
め
た
廃
食
用

油
を
原
料
と
し
て
精
製
さ
れ
た
も
の

で
、
市
で
は「
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構

想
」
の
一
環
と
し
て
、
市
内
の
遊
休
農

地
で
栽
培
し
た
菜
種
な
ど
を
原
料
に
地

場
産
の
食
用
油
を
作
り
、
学
校
給
食
な

ど
で
利
用
し
、
家
庭
や
市
内
事
業
所
か

ら
の
廃
食
用
油
と
合
わ
せ
て
Ｂ
Ｄ
Ｆ
製

造
施
設
で
燃
料
に
替
え
、
車
に
利
用
す

る
、
と
い
う
循
環
サ
イ
ク
ル
の
確
立
に

向
け
事
業
を
展
開
中
で
す
。

　

５
月
13
日
、
常
陽
銀
行
の
常
陽
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
倶
楽
部
か
ら
、
タ
オ
ル
６
０
０

本
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
タ
オ
ル
は
、

牛
久
市
社

会
福
祉
協

議
会
を
通
じ

て
、
今
後
、

市
内
の
福
祉

施
設
や
児

童
福
祉
施

設
に
配
布
さ

れ
利
用
さ
れ

ま
す
。

　

４
月
21
日
、
牛
久
茎
崎
ラ
イ
オ
ネ
ス
ク
ラ

ブ
か
ら
牛
久
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
金

が
渡
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の

寄
付
金
は
、

３
月
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
で

集
ま
っ
た
も

の
で
、
地
域

の
福
祉
活
動

に
役
立
て
ら

れ
ま
す
。

福
祉
タ
オ
ル
の
寄
贈

20
回
目
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
寄
付

廃
食
用
油
か
ら
作
っ
た
燃
料

レ
ジ
袋
削
減
へ
の
第
一
歩

水
源
の
森
を
取
り
戻
そ
う

ＢＤＦ燃料を給油する池辺勝幸市長

協定書を締結した方々

雨の中で植樹作業をした皆さん
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　このコーナーでは、市民の皆さんから寄せられたイラス

トや俳句、川柳などを紹介しています。なお、お便りには

住所と氏名、電話番号を記入してください。また、匿名希

望の方は、その旨記入してください。ペンネームも OK です。

あて先：〒300-1292牛久市中央3-15-1

　　　　「広報うしくちょっと休憩」係

　　　　E メール shimin@city.ushiku.ibaraki.jp

皆
さ
ん
の
お
便
り
か
ら

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
コ
ー
ナ
ー

南・犬塚さん

イラスト、俳句、川柳など、毎月たくさんのお便りありがとうございます。
紙面の都合上、すべてを掲載できない場合がありますが、今後もたくさんのお便
りをお待ちしています。

せ
き
れ
い
も
蝶
も
舞
い
き
て
遊
ぶ
庭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
化
町　

清
水
さ
ん

初
夏
を
告
ぐ
庭
の
そ
れ
ぞ
れ
芽
吹
き
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
坂
町　

飯
塚
さ
ん

一
陣
の
風
み
ご
と
な
り
花
吹
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

刈
谷
町　

横
山
さ
ん

畦
道
に
風
が
運
ん
だ
れ
ん
げ
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
野
町　

酒
井
さ
ん

花
明
か
り
桃
も
椿
も
花
競
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
宮　

岡
村
さ
ん

新
学
期
元
気
は
つ
ら
つ
中
学
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

刈
谷
町　

小
山
さ
ん

一
陣
の
風
に
揺
れ
て
る
ク
レ
マ
チ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桂
町　

木
村
さ
ん

じ
い
ち
ゃ
ん
の
耳
が
聴
け
た
と
耳
覗
き

　
　
　
　
　
　
　

ペ
ン
ネ
ー
ム　

夢
追
人
さ
ん

試
合
終
え
疲
れ
家
路
へ
急
ぐ
夜

　
　
　

祖
母
の
干
し
得
し
温
き
夜
具
待
つ　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
根
町　

藤
田
さ
ん

優
勝
お
め
で
と
う
！

　

全
国
大
会
で
も
活
躍
を

　

３
月
26
日
か
ら
28
日
に
か
け
て
、
大

洗
町
総
合
運
動
公
園
体
育
館
な
ど
で
開

催
さ
れ
た「
第
９
回
全
国
体
操
小
学
生

大
会
」
に
牛
久
ジ
ュ
ニ
ア
体
操
ク
ラ
ブ

全
国
大
会
で
牛
久
ジ
ュ
ニ

ア
体
操
ク
ラ
ブ
快
挙
！

　

４
月
24
日
、
水
戸
市
で
開
催
さ
れ
た

「
全
国
Ｇ
・
Ｇ
交
歓
大
会
選
考
会
兼
第

９
回
会
長
杯
さ
わ
や
か
大
会
」
男
子
の

部
で
、
中
島
博
さ
ん（
栄
町
）が
見
事
優

勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
茨
城
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
協
会
が
主
催
し
、
男
女
合
わ
せ
て

約
８
０
０
人
が
参
加
。
そ
の
頂
点
と
な
っ

た
中
島
さ
ん
は
、「
楽
し
く
で
き
た
の
が
良

い
結
果
に
つ
な
が
っ
た
。
ゴ
ル
フ
と
は
違

う
楽
し
さ
が
あ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

は
、
老
若
男
女
誰
で
も
で
き
る
と
こ
ろ
が

魅
力
」と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

の
選
手
た
ち
が
参
加
し
、
中
山
理
紗
さ

ん（
牛
久
一
中
）の
金
賞
を
含
む
、個
人
・

器
械
体
操
で
11
人
の
入
賞
、団
体
体
操
・

新
体
操
で
銅
賞
を
獲
得
す
る
と
い
う
素

晴
ら
し
い
結
果
を
収
め
ま
し
た
。

【
金
賞
】中
山
理
紗（
上
写
真
）

【
銀
賞
】山
﨑
広
輝
・
小
材
彩
華
・
長
野
友
香
・

石
曽
根
里
央
・
小
室
響
・
井
上
美
祝

【
銅
賞
】三
瓶
広
樹
・
西
彩
音
・
大
山
瑞

生
・
川
嶋
里
菜

【
団
体
銅
賞
】
亀
山
玲
奈
・
照
井
佳
奈
・

坂
本
美
季
・
佐
藤
愛
海
・
白
木
萌
理
沙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

グラウンド・ゴルフ全国大会に出場する中島さん

　

な
お
、
こ
の
大
会
で
上
位
に
な
っ
た
男

女
各
５
人
が
、
９
月
５
日
・
６
日
に
埼
玉

県
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
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納
め
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

　

現
在
、
上
水
道
料
金
と
下
水
道
使
用

料（
井
戸
水
利
用
世
帯
含
む
）は
、
茨
城

県
南
水
道
企
業
団
か
ら
上
水
道
・
下
水

道
を
ご
利
用
の
方
に
対
し
、
納
入
通
知

書
や
口
座
振
替
通
知
書
が
、
上
下
水
道

料
金
と
し
て
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
４
月
に
限
り
中
旬
と
下

旬
に
そ
れ
ぞ
れ
当
市
お
よ
び
茨
城
県
南

水
道
企
業
団
か
ら
請
求
書
が
送
付
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
当
市
か
ら
の
納
入
通
知

書
に
は
、
３
月
分
と
記
載
さ
れ
た
２
月

使
用
分
の
下
水
道
使
用
料（
４
月
27
日

納
期
限
）、
茨
城
県
南
水
道
企
業
団
か

ら
の
納
入
通
知
書
に
は
、
４
月
分
と
記

載
さ
れ
た
３
月
使
用
分
の
上
・
下
水
道

料
金（
５
月
11
日
納
期
限
）と
な
っ
て
い

ま
す
。
請
求
内
容
が
違
い
ま
す
の
で
、

納
入
通
知
書
で
納
め
て
い
る
方
は
、
納

め
忘
れ
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

茨
城
県
南
水
道
企
業
団

業
務
課
☎
０
２
９
７
・
66
・
５
１
３

２（
直
通
）、
市
道
路
建
設
課
☎
内
線

２
５
１
５
～
２
５
１
６

児
童
ク
ラ
ブ（
学
童
保
育
）

ス
タ
ッ
フ
募
集

　

夏
休
み
期
間
中
、
留
守
家
庭
児
童
の

保
育
指
導
に
あ
た
る
児
童
ク
ラ
ブ
指
導

員
の
補
助
者
を
募
集
し
ま
す
。
教
員
免

許
、
幼
稚
園
教
諭
免
許
、
保
育
士
免
許

な
ど
の
有
資
格
者
は
大
歓
迎
で
す
が
、

資
格
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
定
年
退
職

し
た
方
や
学
生
で
も
健
康
な
方
な
ら
可

能
で
す
。

勤
務
期
間　

７
月
21
日（
火
）～
８
月
29

日（
土
）※
日
曜
日
お
よ
び
８
月
12
日

（
水
）～
15
日（
土
）を
除
く
。

勤
務
時
間　

１
日
５
時
間
30
分
～
８
時

間（
週
５
日
勤
務
）

勤
務
場
所　

市
内
各
児
童
ク
ラ
ブ
の
う

ち
い
ず
れ
か

報
酬　

時
給
９
０
０
円
※
交
通
費
は
、
通

勤
距
離
に
応
じ
て
別
途
支
給
し
ま
す
。

定
員　

約
80
人

申
し
込
み
方
法　

市
指
導
課
に
あ
る
採

用
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

顔
写
真
貼
付
の
上
、
６
月
19
日（
金
）

ま
で
に
市
指
導
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

市
指
導
課

児
童
ク
ラ
ブ
室
☎
内
線
３
０
９
１

駐
車
禁
止
除
外
指
定
車
標
章
交

付
対
象
者
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

茨
城
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
の
一

部
改
正
に
よ
り
、
平
成
21
年
４
月
１
日

か
ら
身
体
に
障
害
を
お
持
ち
の
方
に
対

す
る
駐
車
禁
止
除
外
指
定
車
標
章
の
交

付
基
準
の
一
部
が
変
わ
り
ま
し
た
。

※
右
記
な
ど
の
対
象
等
級
に
準
ず
る
障

害
を
有
し
て
い
る
歩
行
困
難
な
方

は
、
医
師
の
診
断
に
よ
り
対
象
と
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

牛
久
警
察
署
交
通
課
☎

８
７
１
・
０
１
１
０
、
市
社
会
福
祉

課
☎
内
線
１
７
１
１

第
87
回
う
し
く
ゴ
ッ
多
市

（
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
）

日
時　

６
月
14
日

（
日
）午
前
10
時
～

午
後
３
時

場
所　

市
中
央
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
駐

車
場

イ
ベ
ン
ト

①
牛
乳
１
パ
ッ
ク
…
先
着
２
０
０
名
様

に
格
安
販
売（
正
午
予
定
）

②
メ
ロ
ン
１
個
…
先
着
２
０
０
名
様
に

格
安
販
売（
午
後
２
時
予
定
）

③
看
護
コ
ー
ナ
ー（
無
料
・
午
前
10

時
～
）当
日
会
場
で
受
け
付
け
ま
す
。

・
身
長
、
体
重
、
血
圧
、
体
脂
肪
率
の

チ
ェ
ッ
ク

・
標
準
体
重
、
肥
満
度
チ
ェ
ッ
ク

・
検
尿
検
査
…
予
約
券
で
無
料
検
査

（
先
着
50
名
様
）

・
栄
養
相
談
、
医
療
相
談
、
薬
の
相
談

ほ
か

④
再
生
家
具
販
売（
午
前
10
時
～
な
く

な
り
次
第
終
了
）

※
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
天
候
な
ど

の
都
合
に
よ
り
時
間
を
変
更
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

次
回
開
催　

10
月

問
い
合
わ
せ　

市
商
工
観
光
課
☎
内
線

２
５
５
１

◎
改
正
点

下
肢
不
自
由　

「
１
級
か
ら
３
級
の
１
」

➡

「
１
級
か
ら
４
級
ま
で
の
各
級
」

移
動
機
能
障
害「
１
級
か
ら
２
級
ま
で
の
各
級
」

➡

「
１
級
か
ら
４
級
ま
で
の
各
級
」
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ふ
れ
あ
い
牛
久
沼
文
化
の

集
い

　

三
日
月
橋
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
利

用
し
て
い
る
団
体
が
、
１
年
間
の
活
動

を
披
露
し
ま
す
。

展
示
日
時　

６
月
９
日（
火
）
～
14
日

（
日
）午
前
10
時
～
午
後
４
時
※
14
日

（
日
）は
午
後
３
時
30
分
ま
で
。【
開
催

セ
レ
モ
ニ
ー
】
６
月
14
日（
日
）
午
前

９
時
45
分
、【
ス
テ
ー
ジ
・
フ
ロ
ア
ー

発
表
】
６
月
14
日（
日
）
午
前
10
時
～

午
後
３
時
30
分
、【
野
菜
即
売
会
】
６

月
14
日（
日
）午
前
８
時
30
分
～
、【
バ

ザ
ー
】６
月
14
日（
日
）午
前
11
時
～

問
い
合
わ
せ　

三
日
月
橋
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
☎
８
７
４
・
１
３
４
０

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
と
学
校
給
食

に
つ
い
て
情
報
交
換
の
集
い

　

子
ど
も
が
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
で
食
べ

ら
れ
な
い
も
の
が
あ
る
と
き
、
学
校
給

食
で
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
ま
す
か
？

卒
業
し
た
方
も
、
こ
れ
か
ら
で
不
安
な

方
も
、
関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
話
し

し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

６
月
24
日（
水
）午
前
10
時
～
正
午

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
会

議
室（
２
階
）

参
加
費　

１
０
０
円（
資
料
代
）

問
い
合
わ
せ　

下
村
☎
８
７
２
・
３
８

０
１食

材
学
習
・
試
食
会「
お
い

し
い
！
」の
秘
密

①
た
か
が
ご
は
ん
、
さ
れ
ど
ご
は
ん

　

い
つ
も
の
お
米
を
も
っ
と
う
ん
と
お
い

し
く
炊
け
る
方
法
、
つ
い
で
に
ふ
ん
わ

り
お
に
ぎ
り
の
作
り
方
の
極
意
を
伝
授
。

日
時　

６
月
16
日（
火
）午
前
10
時
～
11

時
30
分

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
調

理
実
習
室

定
員　

20
人（
先
着
順
）※
保
育
あ
り
。

参
加
費　

２
０
０
円（
材
料
費
）

持
参
す
る
物　

①
エ
プ
ロ
ン
②
手
ふ
き

③
三
角
き
ん
④
ふ
き
ん
２
枚
⑤
筆
記

用
具

申
し
込
み
方
法　

６
月
８
日（
月
）・
９

日（
火
）午
後
７
時
～
９
時
に
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

主
催　

生
活
ク
ラ
ブ
生
協
牛
久
支
部

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

松
崎
☎
８

７
１
・
２
８
６
５

や
さ
し
い
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

教
室

　

用
具
は
連
合
会
で
準
備
し
て
い
ま

す
。
初
心
者
大
歓
迎
。
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

日
程　

【
第
１
回
】６
月
24
日（
水
）・
25

日（
木
）・
26
日（
金
）、【
第
２
回
】
７

月
１
日（
水
）・
２
日（
木
）・
３
日（
金
）

午
前
９
時
～
正
午

場
所　

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

無
料

申
込
締
め
切
り
日　

６
月
20
日（
土
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

牛
久
市
体

育
協
会
事
務
局
☎
８
７
３
・
２
４
８

６
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
合
会（
石
野
）

☎
８
７
２
・
７
３
７
７
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
連
合
会
事
務
局（
浅
野
）☎
８

７
２
・
１
９
１
８

牛久市シニアクラブのご案内
老人福祉法（昭和38年8月1日施行）

適用団体・広域的事業を行う全国組織

　今やわが国は、世界に類のない長寿国になり

ました。まさに慶祝と誇るところです。豊かな

シニアライフの構築は一人ひとりの生き方（健康

づくり・仲間づくり）にあります。ライフサイク

ル（末子独立後親は何年生きられるかの期間）の

変化、大正期は男性6.4年、女性10.6年が現平成

期は、男性24.3年、女性32.4年とまさに余生か

ら生きる時代といわれています。

　人生4つの縁、血縁、友縁、職縁、地縁とい

われるうちの地縁の生き方が重要な課題となり

ます。現在の、情報化社会すなわち新聞・テレビ・

ラジオ・IT 情報などによると目と耳の生活は、

脳の機能の衰退により老化の進行を促すといわ

れています。高齢者のライフスタイルが多様化

していることや、地域における横のつながりが

希薄になっていることが問題とされています。

　このたび、市内各地域（行政区）に組織を持つ

老人クラブがシニアクラブと名称を変え、どん

な形でも地域のコミュニケーションを取れる場

として、健康づくり・友愛活動・地域奉仕など

の活動を実践し、地域福祉のみんなで支え合う

牛久市づくりに、併せて医療・介護の予防に努め、

明るく、楽しい街づくりに取り組んでいます。

　職場から地域へ転身の皆さん、シニアクラブ

での仲間づくりに参加してみませんか。お待ち

しています。

問い合わせ　牛久市シニアクラブ連合会事務局

（牛久市社会福祉協議会内）☎871-1295
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午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　

市
保
健
セ
ン
タ
ー

相
談
担
当　

精
神
保
健
福
祉
士
、
保
健

師
な
ど
※
相
談
内
容
に
よ
り
、
断
酒
会

会
員
と
と
も
に
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

※
上
記
日
程
以
外
で
も
随
時
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
社
会
福
祉
課
☎
内
線

１
７
１
１

ア
ル
コ
ー
ル
健
康
相
談

　

市
で
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
関
す
る
悩

み
を
抱
え
て
い
る
方
、
そ
の
ご
家
族
の

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
予
約
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
当
日
会
場
に
直

接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時　

６
月
25
日（
木
）、
10
月
21

日（
水
）、
平
成
22
年
１
月
16
日（
土
）

牛
久
市
ア
ル
コ
ー
ル
相
談

員
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

ア
ル
コ
ー
ル
問
題
に
関
す
る
こ
と
に

つ
い
て
牛
久
市
ア
ル
コ
ー
ル
相
談
員
が

24
時
間
、
電
話
な
ど
で
相
談
を
受
け
て

い
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
問
題
で
お
悩
み

の
方
や
そ
の
ご
家
族
か
ら
の
相
談
に
応

じ
て
、
関
係
機
関
と
連
絡
を
取
り
な
が

ら
必
要
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

観光めぐり参加者募集
味噌工場見学とブルーベリー狩り

実施日：6月24日（水）
　今回の牛久市観光協会主催の日帰りの旅｢観光めぐり」は、味噌工

場見学とブルーベリー狩りです。

申込受付日　6月16日（火）午前9時～

受付場所　市中央生涯学習センター大講座室

対象 市内に在住の方

定員 76人

参加費 2,500円

行程　牛久運動公園（午前8時集合、午前8時30分出発予定） ⇒ アヤ

メ園、かっぱの碑、得月院 ⇒ 筑波実験植物園 ⇒ 昼食 ⇒ ブルー

ベリー狩り⇒ 味噌工場 ⇒ 牛久大仏 ⇒ 牛久運動公園（午後5時到

着予定）

申し込み方法　6月16日（火）午前9時から市中央生涯学習センター大

講座室で整理券を配布します。申込者多数の場合は、午前9時30

分から抽選を行います。1人で2人分まで申し込むことができます

ので、参加費をご用意の上、奮ってお申し込みください。

※行程は若干変更になる場合がありますので、あらかじめご了承ください。

問い合わせ　牛久市観光協会☎874-5554

日帰り

牛久市アルコール相談員問
い
合
わ
せ　

市
社
会
福
祉
課
☎
内
線

１
７
１
１

里
山
の
エ
コ
ア
ッ
プ
作
戦

参
加
者
募
集

　

牛
久
自
然
観
察
の
森
と
み
ど
り
の
保

全
区
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま

せ
ん
か
？

日
時　

６
月
５
日（
金
）午
前
９
時
～
正

午
集
合
場
所　

牛
久
自
然
観
察
の
森
ネ
イ

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

対
象　

里
山
保
全
活
動
に
興
味
の
あ
る

大
人
の
方

定
員　

10
人
※
先
着
順
。

参
加
費　

無
料

※
作
業
の
で
き
る
服
装
で
、
長
靴
、
軍

手
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
う
し
く
里
山
の
会

み
ど
り
の
保
全
区
エ
コ
ア
ッ
プ
作
戦

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

牛
久
自
然

観
察
の
森
☎
８
７
４
・
６
６
０
０

植
物
観
察
会

　

今
回
は「
里
山
の
草
木
の
花
を
見
る
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
牛
久
自
然
観
察
の

森
周
辺
で
草
木
の
花
を
観
察
し
ま
す
。

野
草
や
植
物
に
関
心
の
あ
る
方
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

６
月
13
日（
土
）午
前
９
時
～
午

後
０
時
30
分

集
合
場
所　

牛
久
自
然
観
察
の
森
駐
車

場（
結
束
町
）

解
説　

渡
辺
泰
さ
ん（
う
し
く
里
山
の

会
会
員
）

参
加
費　

２
０
０
円（
資
料
代
）

※
歩
け
る
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

飲
み
水
な
ど
は
各
自
持
参
。
お
持
ち

の
方
は
図
鑑
や
ル
ー
ペ
も
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
う
し
く
里
山
の
会（
平
塚
）☎
８
７

３
・
６
４
２
６

沼田秋雄氏

☎・FAX874-4114



－広報うしく　２００９．６．１－  ��

牛久市内で活動している市民団体の情報サイト
うしくコミュニティネット http://www.ushiku-shimin.jp/
問い合わせ 市市民活動課☎内線 1634

野
ば
ら
の
日
の
お
さ
そ
い

「ビエンナーレうしく第3回全国公募絵画展2010」に

出品してみませんか？
　「ビエンナーレうしく」は、「牛久市芸術文化振興条例」に基づき、芸術によるまちおこし・市民による

芸術振興を目的に、市民と行政が協働し2年ごとに開催する全国公募絵画展です。本展の大きな特色は

公開審査です。厳正かつ公正な審査のために、舞台上で審査委員の先生方が情熱を注ぐその姿は、感

動的な光景といえるでしょう。今回2010年（平成22年）に第3回展を開催するにあたり、より充実した、

かつ特色のある展覧会を目指し、多くの地元作家の意欲的な作品を期待します。

テーマ　か・か・わ・り

絵の大きさ　91㎝×61㎝（30号）～117㎝×117㎝（50号）厚み20㎝以内※平面作品に限ります。本人創作

で未発表作品。

応募資格　創作活動をするすべての方

出品点数　1人2点以内

出品料　1点＝7,000円、2点＝12,000円

賞　大賞300万円（1点・買上賞）、優秀賞100万円（1点・

買上賞）、佳作7万円（2点）、市民賞（展覧会入場者に

よる投票）5万円（1点）

応募締め切り日　平成22年3月26日（金）消印有効

※募集要項は下記までご請求ください。ホームページからダウンロードすることもできます。

応募・問い合わせ　ビエンナーレうしく実行委員会事務局（〒300-1211牛久市柏田町1606-1牛久市生涯

学習課内※第2・第4月曜日休館。）☎871-2301FAX871-1334E メール chuuou@city.ushiku.ibaraki.jp

　ホームページ http://www.city.ushiku.ibaraki.jp/section/chuuou/biennial/main.htm

　

緑
の
美
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

住
井
す
ゑ（
右
写
真
）
が
逝
っ
て
13
年
、

在
り
し
日
を
し
の
び
、
さ
さ
や
か
な

集
い
を
開
き
ま
す
。
今
年
は『
橋
の
な

い
川　

住
井
す
ゑ
の
生
涯
』（
風
涛
舎
）

の
著
者
北
条
常
久
先
生
が
住
井
文
学
の

魅
力
や
思
い
出
な
ど
を
語
っ
て
く
れ
ま

す
。
ま
た
、
紙
芝
居『
夜
あ
け
朝
あ
け
』

諸
橋
弘
忠
さ
ん
の
口
演
を
楽
し
み
、
書

斎
の
見
学
や
庭
の
散
策
で
過
ご
し
て
い

た
だ
き
た
く
、
ご
案
内
し
ま
す
。

日
時　

６
月
21
日（
日
）午
後
１
時
～
４

時
場
所　

抱
樸
舎（
城
中
町
77
）
☎
８
７

２
・
０
２
３
６

参
加
費　

無
料
※
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

椿
☎
０
２
９
７
・
66
・

３
９
６
３

申し込み
受付中！

第2回全国公募絵画展2008公開審査の様子

住
井
す
ゑ
の
贈
り
も
の

　

地
球
の
え
く
ぼ
牛
久
沼
の
ほ
と
り
か

ら
、全
世
界
の
子
ど
も
へ
の
贈
り
も
の
。

住
井
す
ゑ
の
絵
本
と
童
話
、
小
説
を
公

開
し
て
、
朗
読
と
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝

居
に
よ
り
次
世
代
の
子
ど
も
へ
伝
え
ま

す
。

日
程　

毎
月
第
２
日
曜
日

場
所　

抱
樸
舎（
城
中
町
77
）

参
加
費　

無
料

★
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紙
芝
居

　

住
井
す
ゑ
と
の
絵
本
集（
全
５
巻
）、

わ
た
し
の
童
話（
紙
芝
居
）

時
間　

午
前
11
時
～
正
午

対
象　

保
育
園
児
、
幼
稚
園
児
、
小
学

１
～
２
年
生
と
そ
の
家
族

★
童
話
・
少
年
少
女
小
説
の
朗
読
と
紙

芝
居

　

わ
た
し
の
少
年
少
女
物
語（
全
２

巻
）、
住
井
す
ゑ
ジ
ュ
ニ
ア
文
学
館（
全

６
巻
）、
夜
あ
け
朝
あ
け（
小
説
と
紙
芝

居
）

時
間　

午
後
１
時
～
２
時

対
象　

小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
と

そ
の
家
族

問
い
合
わ
せ　

諸
橋
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
８
７

２
・
１
４
７
６
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2011年7月24日までに地上テレビ放送は完全にデジタル放送に
移行し、アナログ放送は終了します。
問い合わせ　地上デジタルコールセンター☎0570-07-0101

第
23
回「
栄
進
祭
」

　

県
立
牛
久
栄
進
高
等
学
校
の
「
文
化

祭
」
の
ご
案
内
で
す
。
生
徒
は
こ
の
日

の
た
め
に
一
生
懸
命
準
備
を
し
て
き
ま

し
た
。
栄
進
生
み
ん
な
気
合
が
入
っ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
６
日（
土
）午
前
９
時
～
午

後
２
時（
一
般
公
開
）

場
所　

県
立
牛
久
栄
進
高
等
学
校

テ
ー
マ　

Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
～
限
界
突
破
～

問
い
合
わ
せ　

県
立
牛
久
栄
進
高
等
学

校
☎
８
４
３
・
３
１
１
０

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
の
ご
案
内

（
ワ
ー
ド
中
級
）

日
時　

６
月
９
日
～
７
月
28
日
の
各
火

曜
日（
全
７
回
）
※
７
月
21
日
休
講
。

【
Ａ
コ
ー
ス
】
午
後
０
時
10
分
～
２

時
10
分
、【
Ｂ
コ
ー
ス
】
午
後
２
時
30

分
～
４
時
30
分

場
所　

つ
く
ば
市
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
研

修
室
Ａ
予
定（
つ
く
ば
市
下
岩
崎
２

１
６
４
‐
１
）※
無
料
駐
車
場
あ
り
。

対
象　

県
南
地
域
に
在
住
で
お
お
む
ね

50
歳
以
上
で
文
字
入
力
が
で
き
る
方

定
員　

各
コ
ー
ス
と
も
20
人

受
講
料　

５
０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
、

保
険
料
ほ
か
）

申
し
込
み
方
法　

氏
名
、
郵
便
番

号
、
住
所
、
電
話
番
号
、
希
望
の

コ
ー
ス
を
記
入
の
上
、
往
復
は
が

き（「
〒
３
０
５
‐
０
０
４
６
つ
く

ば
市
並
木
３
‐
16
‐
１
横
田
ハ
イ

ツ
１
０
２
号
百
人
委
員
会
事
務
所

　

斎
藤
久
子
」）、
Ｆ
Ａ
Ｘ（
８
５

８
・
０
７
７
６
）
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
（k

e
n
n
a
n
1
0
0
n
in

@
o
rio

n
.o

cn
.

n
e.jp

）で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

斎
藤
☎
８
５
８
・
０
７

７
６森

林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

と
ま
き
作
り

　

身
近
に
あ
る
平
地
林
・
里
山
を
あ
な

た
の
手
で
守
り
育
て
ま
せ
ん
か
。
今
年

４
回
目
の
山
の
手
入
れ
作
業
を
行
い
ま

す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
ま

き
ス
ト
ー
ブ
用
の
ま
き
作
り
も
し
ま
す

の
で
、欲
し
い
方
も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
21
日（
日
）
午
前
８
時
30

分
～
正
午
※
初
参
加
の
方
は
、
午
前
８

時
に
事
務
局（
中
央
１
‐
６
‐
18
）集
合
。

場
所　

井
ノ
岡
町

内
容　

下
草
刈
り
、
枝
打
ち
、
間
伐
、

山
菜
採
り

用
意
す
る
物　

作
業
服
、
手
袋
、
か
ま
、

の
こ
ぎ
り
、
な
た
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

（
持
っ
て
い
る
方
）、
昼
食
、
飲
み
物

※
作
業
終
了
後
、
と
ん
汁
を
用
意
し
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体「
木
と
ふ
れ
あ
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

事
務
局（
阿
部
）☎
８
７
３
・
６
４
２
４

第
15
回
篆て

ん

刻こ
く

作
品
展

日
時　

６
月
17
日（
水
）～
21
日（
日
）午

前
10
時
～
午
後
６
時
※
最
終
日
は
午

後
４
時
ま
で
。

場
所　

三
越
牛
久
店
２
階
ア
ー
ト
ギ
ャ

ラ
リ
ー

※
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

牛
久
篆
刻
の
会（
平
本
）

☎
０
２
９
７
・
66
・
２
８
８
１

絵
手
紙
の
サ
ー
ク
ル
会
員

募
集

さ
く
ら
の
会

　

手
紙
友
だ
ち
・
は
が
き
友
だ
ち
、い
っ

ぱ
い
つ
く
っ
て
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

毎
月
第
１
・
第
３
水
曜
日
午
前

10
時
～
正
午

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
中

講
座
室（
２
階
）

講
師　

大
澤
昭
一
先
生

月
会
費　

５
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

峯
尾
☎
８

７
２
・
１
６
５
５
、
長
井
☎
８
７
３
・

１
２
８
９

第
34
回
さ
つ
き
花
季
展

日
時　

６
月
12
日（
金
）～
14
日（
日
）午

前
10
時
～
午
後
４
時
※
最
終
日
は
午

後
３
時
ま
で
。

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
展

示
室（
２
階
）

主
催　

さ
つ
き
愛
好
会

問
い
合
わ
せ　

森
☎
８
７
４
・
９
９
３
８

あ
な
た
も
マ
ジ
シ
ャ
ン
に

な
れ
ま
す
よ
！

　

わ
た
し
た
ち「
マ
ジ
ッ
ク
同
好
会
」

は
、
第
１
・
第
３
木
曜
日
午
前
10
時

か
ら
正
午
ま
で
市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
練
習
し
て
い
ま
す
。
簡
単
な
も

の
か
ら
高
度
な
技
ま
で
多
様
で
す
。
会

で
は
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ど

ん
な
内
容
か
は
見
学
に
来
て
く
だ
さ

い
。
見
学
し
た
上
で
入
会
す
る
か
ど
う

か
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。
い
つ
で
も
歓

迎
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

黒
滝
☎
８
７
２
・
６
７

１
６
ま
た
は
☎
０
９
０
・
３
８
７
５
・

１
９
５
３

介
護
認
定
申
請
、
介
護
相
談
は

市
高
齢
福
祉
課
窓
口
へ

問
い
合
わ
せ　

市
高
齢
福
祉
課

　

☎
内
線
１
７
５
１
～
１
７
５
５
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剣
士
に
な
ろ
う
！
若
竹
剣
友

会（
ス
ポ
少
）会
員
募
集

創
立
30
周
年

　

剣
道
で
礼
節
や
我
慢
す
る
こ
と
を
学

び
ま
せ
ん
か
。

日
程　

毎
週
火
曜
日
午
後
７
時
～（
牛

久
一
中
武
道
館
）、
毎
週
土
曜
日
午
後

６
時
30
分
～（
関
電
工
体
育
館
な
ど
）

対
象　

年
長
～
中
学
生

参
加
費　

月
会
費
２
０
０
０
円
、
年
会

費
３
０
０
０
円

※
道
具
お
よ
び
竹
刀
な
ど
要
相
談
。

※
初
心
者
歓
迎
。
体
験
随
時
実
施
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

鈴
木
☎
８

７
４
・
８
３
４
４（
午
後
５
時
以
降
）

清
流
剣
友
会
会
員
募
集
中
！

　

剣
道
の
け
い
こ
を
通
し
て
、
心
と
体

を
鍛
え
ま
し
ょ
う
。
み
ん
な
で
楽
し
く

剣
道
を
し
ま
せ
ん
か
？
い
つ
で
も
気
軽

に
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

毎
週
火
・
金
曜
日
午
後
７
時
～

９
時
、
日
曜
日
午
前
９
時
～
正
午

場
所　

下
根
中
学
校
武
道
場

対
象　

幼
稚
園
年
長
か
ら
大
人
ま
で
。

初
心
者
大
歓
迎
！

月
会
費　

２
０
０
０
円（
後
援
会
費
）

問
い
合
わ
せ　

清
流
剣
友
会（
須
藤
）☎

８
７
３
・
９
３
３
８

栄
西
剣
道
ク
ラ
ブ
新
入
会

員
募
集

　

剣
道
を
や
っ
て
み
た
い
方
、
興
味
の

あ
る
方
、
礼
儀
を
身
に
付
け
た
い
方
、

親
子
で
楽
し
み
た
い
方
な
ど
、
ぜ
ひ
当

ク
ラ
ブ
に
ど
う
ぞ
！
少
人
数
で
す
が
楽

し
く
練
習
し
て
い
ま
す
。
見
学
、
体
験

を
随
時
受
け
付
け
中
で
す
の
で
、
ご
希

望
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
※
１
カ

月
無
料
体
験
あ
り
。

練
習
日
時　

日
曜
日
午
前
９
時
～
11
時

場
所　

中
根
小
学
校
体
育
館

対
象　

小
学
生
～
成
人

月
会
費　

１
５
０
０
円（
入
会
金
１
０

０
０
円
）

※
小
学
生
に
は
剣
道
衣
・
防
具
を
無
料

で
お
貸
し
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

高
根
☎
８
７
１
・
３
１

０
９（
午
後
６
時
以
降
）

竜
ヶ
崎
子
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル

第
５
回
記
念
公
演「
あ
ま
ん
じ
ゃ
く
の

桜
貝
」

日
時　

７
月
18
日（
土
）午
後
１
時
、
午

後
５
時
開
演
の
２
回
公
演（
30
分
前

開
場
）

場
所　

市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
文

化
ホ
ー
ル

入
場
料　

前
売
り
券
８
０
０
円
、
当
日

券
１
０
０
０
円（
時
間
指
定
・
自
由
席
）

チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い　

竜
ヶ
崎
子
ど
も

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
グ
リ
ー
ン
ス
ペ
ー

ス
・
ア
ッ
プ
ル（
竜
ヶ
崎
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
リ
ブ
ラ
１
階
）、
浩

文
堂
書
店（
エ
ス
カ
ー
ド
牛
久
イ
ズ

ミ
ヤ
１
階
）

後
援　

牛
久
市
教
育
委
員
会
、
茨
城
県

ほ
か

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

竜
ヶ
崎

子
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
☎
０
８
０
・

５
４
７
３
・
５
９
４
３
Ｅ
メ
ー
ル

r.m
usica

l@
jcom

.hom
e.ne.jp

第
７
回
ち
び
っ
こ
運
動
会

参
加
者
募
集

日
時　

７
月
３
日（
金
）午
前
10
時
～
11

時
30
分

場
所　

牛
久
運
動
公
園
体
育
館
サ
ブ
ア

リ
ー
ナ

対
象
・
定
員　

平
成
20
年
３
月
以
前
生

ま
れ
の
お
子
さ
ん
１
０
０
人
と
保
護
者

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

参
加
費　

無
料

申
し
込
み
方
法　

６
月
１
日（
月
）か
ら

市
児
童
福
祉
課
窓
口
に
申
し
込
み
箱

を
設
置
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

牛
久
市
母
親
ク
ラ
ブ
か

ん
が
る
ぅ（
佐
藤
）☎
０
９
０
・
８
５

０
６
・
１
３
８
５

め
だ
か
の
学
校「
ち
ゅ
う
り
っ

ぷ
く
ら
ぶ
」参
加
者
募
集

　

絵
本
や
手
遊
び
、
折
り
紙
や
工
作
な

ど
を
同
年
齢
の
お
子
さ
ん
と
お
母
さ
ん

方
、
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
！

日
時　

６
月
12
日（
金
）
午
前
10
時
30

分
～
11
時
30
分　

場
所　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
運
動
指
導
室

対
象　

平
成
19
年
４
月
～
平
成
20
年
３

月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
と
親

参
加
費　

１
０
０
円

持
参
す
る
物　

飲
み
物

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

め
だ
か
の

学
校（
櫻
井
）☎
０
９
０
・
９
３
８
４
・

１
２
６
５（
午
後
８
時
以
降
）

音
楽
の
小
径

　

み
ん
な
で
好
き
な
曲
を
歌
い
、
新
曲

も
覚
え
よ
う
。
ピ
ア
ノ
に
ト
ラ
イ
し
て

み
よ
う
。

日
時　

６
月
20
日（
土
）午
後
２
時
～
４

時
30
分

場
所　

エ
ス
カ
ー
ド
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

参
加
費　

５
０
０
円（
教
材
実
費
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

白
井
☎
８

７
４
・
７
３
９
０
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わ
が
街
の
木

春
と
秋―

赤
い
飾
り
を
身
に
つ
け
る

タ
ブ
ノ
キ（
ク
ス
ノ
キ
科
）

　

常
緑
高
木
。
海
に
近
い
暖
帯
域
の
自

然
林
を
構
成
す
る
主
要
樹
種
。
太
い
枝

を
張
り
出
し
樹
冠
を
広
げ
、
た
く
ま
し

い
樹
形
に
な
り
ま
す
。
暖
地
で
は
防
潮

樹
や
公
園
樹
と
し
て
も
植
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
葉
は
枝
先
に
集
ま
っ
て
付
き
、

新
葉
は
紅
色
を
帯
び
て
美
し
い
。
５
月

ご
ろ
黄
緑
色
の
小
花
が
房
に
な
っ
て
付

き
、
夏
に
は
緑
色
の
小
さ
な
果
実
が
な

り
、
ア
ボ
カ
ド
に
似
た
濃
厚
な
味
で
小

鳥
た
ち
に
人
気
で
す
。
秋
に
果
実
が
黒

く
熟
す
こ
ろ
、
果か

へ

い柄
が
赤
く
染
ま
り
果

実
を
引
き
立
て
ま
す
。
内
陸
の
牛
久
で

は
希
少
な
木
で
す
。

【
牛
久
運
動
公
園
】

資
料
提
供
…
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
う
し
く
里
山
の

会〈
チ
ー
ム
街
路
樹
20
﹀

問
い
合
わ
せ　

市
緑
化
推
進
課
☎
内
線

１
５
１
１

こ
ど
も
の
い
え
幼
稚
園　

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

講
演
会
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
も
っ
と

自
分
を
好
き
に
な
る
子
育
て
」

　

今
年
度
も
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
、
フ
リ
ー

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
ま
た
自
己
尊
重
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
・
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て
活

躍
さ
れ
て
い
る
北
村
年
子
先
生
を
お
招

き
し
、
子
育
て
で
大
切
な「
自
尊
感
情

（
セ
ル
フ
・
エ
ス
テ
ィ
ー
ム
）」
に
つ
い

て
の
学
び
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い

ま
す
。日
ご
ろ
の
子
育
て
を
振
り
返
り
、

ま
た
何
よ
り
も
子
ど
も
を
育
て
て
い
る

自
分
を
好
き
に
な
る
こ
と
の
大
切
さ
と

素
晴
ら
し
さ
を
一
緒
に
体
験
し
ま
し
ょ

う
。

日
時　

６
月
20
日（
土
）
午
前
10
時
15

分
～
午
後
０
時
15
分

場
所　

こ
ど
も
の
い
え
幼
稚
園（
南

２
‐
20
‐
20
）

参
加
費　

無
料（
駐
車
料
金
２
０
０
円
）

定
員　

25
人
ま
で
※
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。
託
児
あ
り
。

申
し
込
み
方
法　

６
月
１
日（
月
）午
後

１
時
か
ら
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も

の
い
え
幼
稚
園（
宮
島
）☎
８
７
２
・

１
３
２
６
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

church.ne.jp/ushiku/kodom
onoie/
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　こばと幼稚園のお友だちは、制作の

時間に、みんなの大好きなイチゴの絵

を作りました。

　イチゴは折り紙で折り、黒いつぶつ

ぶはクレヨンで描き、緑の色画用紙に

貼りました。イチゴの周りには、ハチ、

チョウやテントウムシも飛んでいます。

みんなの作った大きくて真っ赤なイチ

ゴ、とってもおいしそうにできましたね。

平成21年6月1日（1002）号
　発行・編集 / 牛久市市民活動課
　　　〒300-1292  茨城県牛久市中央3丁目15番地1
　　　☎029-873-2111 FAX029-873-2512 

再生紙を使用しています。

環境に優しい大豆インキを使用しています。

こばと幼稚園の
お友だち

　この写真は、戦後、城中町で田植えをしている風景です。

現在の特別養護老人ホーム元気館北側から撮影していま

す。当時は6月の梅雨時に田植えが行われ、作業は「ヨイ（ユ

イ）」といわれる共同作業の形式を取り、隣近所で助け合

いながら実施しました。　　　　　（城中町　関口氏所有）

「
昔
の
う
し
く
」の
写
真
を

募
集
し
て
い
ま
す

　

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に
眠
っ
て
い
る「
昔
の
う

し
く
」の
写
真
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

市
で
は
今
、
そ
の
よ
う
な「
昔
の
う
し
く
」

の
写
真
を
収
集
し
て
い
ま
す
。「
懐
か
し
い
」

「
残
し
た
い
」
写
真
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
牛
久
市
の
文
化
芸

術
」の
中
に
掲
載
を
開
始
し
ま
し
た
。

問い合わせ　市生涯学習課（市中央

　生涯学習センター内）☎871-2301

も
み
じ
１
く
み

も
み
じ
２
く
み


